
須釜小３年生
さるなし収穫
体験学習（９
月19日
）

さるなし摘ん
で

　　元気いっぱい！
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Interview❹  受け継がれる舞、南須釡から未来へ

八木喜孝さん（南須釡）
　南須釡に生まれ、子どもの頃は未舗装の道を歩いて通学し、夜は近所の人々とテレビのある家に集
まって力道山のプロレス中継を観た思い出があります。時代が進むにつれ、平成には空港や高速道路
が整備され、暮らしは大きく変わりました。私の祖母が再興に関わった南須釡の念仏踊りは、今年で
74年を迎えました。少子化により踊り手確保が課題となる中、村全体へ参加を呼びかけるなど工夫を
続けています。私自身も保存会の役員として活動し、代々口伝で受け継がれてきた笛や鉦の音色で、
子どもたちの舞をより華やかに彩ってきました。伝統行事を続けることは大変ですが、重要無形民俗
文化財としての価値を大切にし、これからも未来の玉川村へとつなげていきたいと思っています。

2
0
0
1
年
3
月
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

「
玉
川
I
C
-矢
吹
I
C
」開
通
◀

2002年11月CM大賞受賞

　
現
在
も
続
く
、Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
の

Ｃ
Ｍ
大
賞
。
当
時
、
全
国
的
に
各
市
町

村
が
Ｃ
Ｍ
を
独
自
制
作
す
る
の
が
流
行

し
て
お
り
、
全
国
の
優
秀
な
作
品
を
事

前
リ
サ
ー
チ
し
た
う
え
で
臨
ん
だ
第
１

回
開
催
で
玉
川
村
は
見
事
、
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
に
は
、
空
港
や
山
小
屋

の
太
鼓
、
消
防
団
、
炭
ス
ゴ
作
り
な
ど

村
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

Interview❸  平成の発展とともに、駆け抜けた日々

鈴木安夫さん（北須釡）

玉
川
村
制
70
年
の
あ
ゆ
み

　1
9
5
5
年
3
月
31
日
の
村
制
施
行
か
ら
、
玉
川
村
は
今
年
で
70
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　こ
の
節
目
の
年
に
あ
た
り
、
9
月
号
か
ら
11
月
号
の
3
号
に
か
け
て
、
村
と
同
じ
く
70
年
の
歳
月
を
歩
ん
で
き
た

7
名
の
方
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
と
村
の
軌
跡
を
振
り
返
っ
て
い
き
ま
す
。

Vol.2 平成

　平成の玉川村の発展とともに、私も現役時代を駆け抜けてきました。北須釡地区では、農業と会社勤め
を両立する人が多く、葉タバコ栽培が盛んでした。春の種まきから収穫まで一年中手がかかるため、会社
勤めと並行して畑に立つ日々は忙しかったですが、その分実りがあり生活も豊かになりました。また、地域
のつながりは青年団や消防団によって強く保たれ一体感がありました。福島空港の開港で利便性が高まり、
村の発展を実感しました。平成5年には友好都市である台湾鹿谷郷を訪れ、茶畑や竹工芸に触れ、現地の人々
と紹興酒を酌み交わした体験は、今も忘れられません。玉川村は住みやすい村です。子どもたちには、こ
の村の歴史や文化を受け継ぎ、近隣市町村とも協力しながら未来へつなげていってほしいと願っています。

1996年5月こぶしの里オープン 1993年3月福島空港開港

　
１
９
８
２
年
に
建
設
が
決
定
し
て
以

来
、
11
年
と
２
か
月
が
経
過
し
た
１
９

９
３
年
３
月
に
福
島
空
港
が
開
港
し
ま

し
た
。
当
時
は
、「
福
島
空
港⇔

大
阪
国

際
空
港
」「
福
島
空
港⇔

新
千
歳
空
港
」

「
福
島
空
港⇔

名
古
屋
空
港
」「
福
島
空

港⇔

福
岡
空
港
」の
４
路
線
に
加
え
、

海
外
へ
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
運
航
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
玉
川
村
の
農
産
品
や
工
芸
品
な
ど
の

特
産
物
販
売
の
拠
点
と
し
て「
こ
ぶ
し

の
里
セ
ン
タ
ー
」が
１
９
９
６
年
５
月

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
２
０
０
６
年

に
道
の
駅「
た
ま
か
わ
」に
登
録
と
な
り
、

今
年
で
オ
ー
プ
ン
29
年
が
経
ち
ま
す
。

22広報たまかわ　令和7年10月号

平
成

西
暦

歴
代
村
長

元

１
９
８
９

玉
川
村
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
（
４
月
）

車
田
次
夫

2

１
９
９
０

第
１
回
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
中
学
生
国
内
研
修
（
北
海
道
）
実
施
（
８
月
）

昭
62
．4
～
平
19
．4

3

１
９
９
１

泉
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
４
月
）

玉
川
村
婦
人
消
防
隊
・
交
通
安
全
母
の
会
設
立
（
10
月
）

玉
川
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
山
鳩
の
ク
ッ
ク
ち
ゃ
ん
」誕
生（
10
月
）

ふ
く
し
ま
駅
伝
に
初
参
加　

総
合
64
位
（
11
月
）

4

１
９
９
２

須
釜
中
学
校
新
校
舎
完
成
（
４
月
）

5

１
９
９
３

福
島
空
港
開
港
（
３
月
）

玉
川
村
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
決
定「
空
と
緑　

新
呼
吸
す
る
た
ま
か
わ
」（
３
月
）

須
賀
川
消
防
署
玉
川
派
出
所
開
所
（
北
須
釜
）（
４
月
）

石
川
警
察
署
玉
川
駐
在
所
開
所
（
４
月
）

6

１
９
９
４

村
内
農
協
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
石
川
と
し
て
広
域
合
併
発
足
（
４
月
）

7

１
９
９
５

玉
川
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
完
成
（
３
月
）

8

１
９
９
６

玉
川
村
生
産
物
直
売
所
「
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
」
オ
ー
プ
ン
（
５
月
）

9

１
９
９
７

玉
川
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
発
足
（
６
月
）

東
野
の
清
流
が
「
ふ
く
し
ま
の
音
30
景
」
に
認
定
（
12
月
）

10

１
９
９
８

屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
「
ス
パ
ー
ク
玉
川
」
が
オ
ー
プ
ン
（
５
月
）

１
９
９
５
：
阪
神
・
淡
路
大
震
災

１
９
９
７
：
消
費
税
率
を
５
％
に
引
き
上
げ

１
９
８
９
：
昭
和
天
皇
崩
御
、
平
成
に
改
元
、

消
費
税
３
％
導
入
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

１
９
９
２
：
バ
ル
セ
ロ
ナ
五
輪



Interview❹  受け継がれる舞、南須釡から未来へ

八木喜孝さん（南須釡）
　南須釡に生まれ、子どもの頃は未舗装の道を歩いて通学し、夜は近所の人々とテレビのある家に集
まって力道山のプロレス中継を観た思い出があります。時代が進むにつれ、平成には空港や高速道路
が整備され、暮らしは大きく変わりました。私の祖母が再興に関わった南須釡の念仏踊りは、今年で
74年を迎えました。少子化により踊り手確保が課題となる中、村全体へ参加を呼びかけるなど工夫を
続けています。私自身も保存会の役員として活動し、代々口伝で受け継がれてきた笛や鉦の音色で、
子どもたちの舞をより華やかに彩ってきました。伝統行事を続けることは大変ですが、重要無形民俗
文化財としての価値を大切にし、これからも未来の玉川村へとつなげていきたいと思っています。

2
0
0
1
年
3
月
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路

「
玉
川
I
C
-矢
吹
I
C
」開
通
◀

2002年11月CM大賞受賞

　
現
在
も
続
く
、Ｋ
Ｆ
Ｂ
福
島
放
送
の

Ｃ
Ｍ
大
賞
。
当
時
、
全
国
的
に
各
市
町

村
が
Ｃ
Ｍ
を
独
自
制
作
す
る
の
が
流
行

し
て
お
り
、
全
国
の
優
秀
な
作
品
を
事

前
リ
サ
ー
チ
し
た
う
え
で
臨
ん
だ
第
１

回
開
催
で
玉
川
村
は
見
事
、
最
優
秀
賞

に
輝
き
ま
し
た
。

　
30
秒
の
Ｃ
Ｍ
に
は
、
空
港
や
山
小
屋

の
太
鼓
、
消
防
団
、
炭
ス
ゴ
作
り
な
ど

村
の
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

33 令和7年10月号　広報たまかわ

場
外
舟
券
売
場
「
ボ
ー
ト
ピ
ア
玉
川
」
オ
ー
プ
ン
（
10
月
）

村
特
産
品
「
さ
る
な
し
ド
リ
ン
ク
」
発
売
開
始
（
12
月
）

11

１
９
９
９

福
島
空
港
「
福
島

－

上
海
」「
福
島

－

ソ
ウ
ル
」
国
際
定
期
路
線
開
設
（
６
月
）

第
1
回
福
島
空
港
玉
川
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
（
９
月
）

12

２
０
０
０
「
江
平
遺
跡
」
よ
り
〝
木
簡
〟〝
竹
笛
〟
が
出
土
（
２
月
）

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
（
４
月
）

13

２
０
０
１

主
要
地
方
道
矢
吹
・
小
野
線
（
蒜
生
工
区
）
開
通
（
３
月
）

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
「
玉
川
IC

－
矢
吹
IC
」
開
通
（
３
月
）

南
須
釜
の
念
仏
踊
り
が
再
興
50
周
年
を
迎
え
る
（
４
月
）

う
つ
く
し
ま
未
来
博
が
開
催
・
玉
川
村
で
ブ
ー
ス
を
出
展
（
７
月
）

14

２
０
０
２

玉
川
村
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
、
総
務
大
臣
賞
受
賞
（
９
月
）

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
「
玉
川
IC

－

福
島
空
港
IC
」
開
通
（
９
月
）

「
２
０
０
２
ふ
く
し
ま
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」〝
元
気
な
玉
川
村
〟に
て
大
賞
受
賞（
11
月
）

15

２
０
０
３
「
た
ま
か
わ
元
気
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
発
足
（
３
月
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
た
ま
か
わ
荘
」
開
所
（
10
月
）

16

２
０
０
４

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
休
校
（
３
月
）

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
開
設
（
５
月
）

第
16
回
ふ
く
し
ま
駅
伝
大
会　

村
の
部
７
位
入
賞
（
11
月
）

17

２
０
０
５

安
心
・
安
全
「
た
ま
か
わ
こ
ぶ
し
隊
」
発
足
（
５
月
）

18

２
０
０
６

玉
川
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
（
４
月
）

生
産
物
直
売
所
こ
ぶ
し
の
里
セ
ン
タ
ー
が
道
の
駅「
た
ま
か
わ
」に
登
録（
８
月
）

19

２
０
０
７

須
釜
小
学
校
四
辻
分
校
閉
校
（
３
月
）

石
森
春
男

20

２
０
０
８

南
須
釜
の
念
仏
踊
り
が

「
福
島
遺
産
百
選
」
に
認
定
さ
れ
る
（
１
月
）

平
19
．4
～
令
5
．4

21

２
０
０
９

福
島
空
港
に
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
「
空
の
駅
た
ま
か
わ
」
オ
ー
プ
ン
（
２
月
）

２
０
０
５
：
愛
知
万
博（
愛
・
地
球
博
）

２
０
０
７
：ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
発
表（
ア
ッ
プ
ル
）

２
０
０
８
：
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
、

世
界
金
融
危
機

２
０
０
１
：
米
同
時
多
発
テ
ロ
（
９
．11
）

２
０
０
３
：
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
流
行

1942年頃の南須釜の念仏踊り
　鈴木芳幸さん（石川町）提供

2017年南須釜の念仏踊り



1985年 広報たまかわ 11月号

Interview❺  食から広がる健康の輪

角田和子さん（中）
　玉川村に嫁いで 40 年以上になります。もともとボランティアに関心があり、平成 29 年頃から食生活改
善推進員として活動しています。子ども向けにおやつを作ったり、高齢者へ昼食を提供したり、イベント
での炊き出しに参加するなど、食を通じて地域に関わってきました。栄養を考えた食事作りは自分自身の
学びにもなり、「おいしかったよ」と声をかけていただけることが大きな励みです。玉川村は野菜やお米、
特産のさるなしなど豊かな食材に恵まれていますが、現代では、栄養の偏りや食習慣の乱れなど様々な課
題もあります。だからこそ、食を通じて村の健康を守ることが大切だと感じます。これからも学びを活かし、
子どもが元気に育ち、高齢者が安心して暮らせるよう地域に貢献し、健康と笑顔を未来へつなげたいです。

村
民
憲
章
に

込
め
ら
れ
た
思
い

♦
玉
川
村
民
憲
章

・
美
し
い
自
然
と
伝
統
を
大
切
に
し

　
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
教
養
と
文
化
を
高
め
心
豊
か
な

　
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
健
康
で
楽
し
く
働
き
活
力
あ
る

　
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
思
い
や
り
と
連
帯
の
心
を
養
い

　
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
広
い
視
野
と
創
意
を
持
ち

　
飛
躍
す
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
玉
川
村
民
憲
章
は
、
村
の
30
周
年
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

「
村
民
憲
章
等
制
定
委
員
会
」
に
よ
っ

て
素
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
１
９
８

５
年
11
月
に
広
報
た
ま
か
わ
や
村
文
化

祭
の
「
村
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
の
場
で
、

村
民
に
向
け
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
憲
章
は
、
美
し
い
自
然
の
保
護

と
心
の
豊
か
さ
を
柱
に
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
制
定
さ
れ
た
「
村
の

シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

が
今
何
不
自
由
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
資
料
館
に
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
い

た
時
に
落
と
さ
れ
た
不
発
弾
や
手
紙
な
ど
の
遺

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

人
々
の
模
型
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暗

い
洞
窟
の
中
で
戦
争
に
怯
え
な
が
ら
暮
ら
す
の

は
と
て
も
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
旅
行
で
、
私
達
は
こ
れ
ま
で
知
る

こ
と
の
な
か
っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
、
辛
さ
、
怖

さ
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
学
校
に
通
え
て
い
る
こ
と
も
、
ご
飯
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
、
私
達
が
ど
れ

だ
け
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
後
世
の
人
達

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
和
祈
念
公
園
を
見
学
し
て

　
私
達
二
年

生
は
、
三
日

間
、
沖
縄
研

修
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。

沖
縄
に
着
い

て
か
ら
最
初

に
行
っ
た
の
は
平
和
祈
念
公
園
で
す
。
平
和
祈

念
公
園
は
沖
縄
戦
の
「
終
焉
の
地
」
で
あ
る
糸

満
市
摩
文
仁
に
あ
り
、
戦
争
の
悲
劇
を
次
世
代

に
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
た
め
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
沖
縄
に
行
く
ま
で
、
平
和

祈
念
公
園
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
平
和
祈
念
公
園
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、
た
く

さ
ん
の
平
和
の
礎
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
平
和

の
礎
に
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
約
二
十
万

人
の
方
々
の
名
前
が
び
っ
し
り
と
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
所
々
名
前
が
不
明
に
な
っ
て

い
る
方
も
お

り
、
沖
縄
戦

の
悲
惨
さ
が

ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
私
達

と
そ
こ
ま
で

年
齢
の
変
わ

ら
な
い
人
達

が
た
く
さ
ん

犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
を
考

え
る
と
心
が

痛
ん
だ
と
同

時
に
、
自
分

令和７年度中学生国内研修事業令和７年度中学生国内研修事業

　玉川中学校２年生を対象とした国内研修事業は、７月29日から31日までの２泊３日の日程で、生徒48名が
参加し、沖縄県を訪問しました。
　１日目は平和祈念公園、ひめゆりの塔を見学。２日目は北中城村の中学生とグループワークを通しての交流、
美ら海水族館を見学。最終日には首里城を見学しました。
　今回の研修では、沖縄の美しい自然や異なる文化・歴史に触れ、地元の方々と交流を深めることで、参加した生徒
達にとって自らの視野を広げる貴重な機会となりました。また、友だちと過ごす楽しい夏の思い出の１ページとして、
かけがえのない財産になったことと思います。ここでは、研修に参加した生徒からの体験レポートを掲載します。

須藤 花歩さん
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あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
の
「
福
島
空
港
IC
－
石
川
母
畑
IC
」
開
通
（
８
月
）

石
森
春
男

23

２
０
１
１

東
日
本
大
震
災
で
震
度
６
弱
を
観
測
（
３
月
）

平
19
．4
～
令
5
．4

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
全
線
開
通
（
３
月
）

台
風
15
号
に
よ
る
戦
後
最
大
級
の
豪
雨
災
害
、
阿
武
隈
川
堤
防
決
壊
（
９
月
）

24

２
０
１
２

福
島
空
港
利
用
１
０
０
０
万
人
達
成
（
２
月
）

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
終
了
し

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完
全
移
行
（
３
月
）

福
島
空
港
内
に
屋
内
遊
び
場「
わ
く
わ
く
ら
ん
ど
た
ま
か
わ
」オ
ー
プ
ン（
10
月
）

26

２
０
１
４
「
健
康
の
駅
た
ま
か
わ
」
開
所
（
８
月
）

27

２
０
１
５

川
辺
小
学
校
閉
校
（
３
月
）

た
ま
か
わ
っ
子
誕
生
祝
金
ス
タ
ー
ト
（
４
月
）

28

２
０
１
６

屋
根
付
き
広
場
「
ク
ッ
ク
ド
ー
ム
た
ま
か
わ
」
完
成
（
３
月
）

認
定
こ
ど
も
園
「
た
ま
か
わ
ク
ッ
ク
の
森
」
開
園
（
４
月
）

29

２
０
１
７

玉
川
大
学
と
連
携
・
協
力
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
（
１
月
）

第
１
回
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
川
村
開
催
（
７
月
）

福
島
県
立
石
川
支
援
学
校
た
ま
か
わ
校
開
校
（
８
月
）

さ
る
な
し
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
７
開
催
（
10
月
）

玉
川
村
観
光
物
産
協
会
設
立
（
12
月
）

30

２
０
１
８

福
島
県
中
央
家
畜
保
健
衛
生
所
開
所
（
２
月
）

「
玉
川
村
農
産
物
加
工
施
設
」
開
所
（
４
月
）

第
２
回
全
国
さ
る
な
し
・
こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
in
玉
川
村
開
催
（
９
月
）

新
中
学
校
名
「
玉
川
中
学
校
」
に
決
定
（
12
月
）

２
０
１
１
：
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故

２
０
１
２
：
山
中
伸
弥
教
授
が
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞

２
０
１
４
：
消
費
税
８
％
へ
増
税

■
11
月
号
に
続
く
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Interview❺  食から広がる健康の輪

角田和子さん（中）
　玉川村に嫁いで 40 年以上になります。もともとボランティアに関心があり、平成 29 年頃から食生活改
善推進員として活動しています。子ども向けにおやつを作ったり、高齢者へ昼食を提供したり、イベント
での炊き出しに参加するなど、食を通じて地域に関わってきました。栄養を考えた食事作りは自分自身の
学びにもなり、「おいしかったよ」と声をかけていただけることが大きな励みです。玉川村は野菜やお米、
特産のさるなしなど豊かな食材に恵まれていますが、現代では、栄養の偏りや食習慣の乱れなど様々な課
題もあります。だからこそ、食を通じて村の健康を守ることが大切だと感じます。これからも学びを活かし、
子どもが元気に育ち、高齢者が安心して暮らせるよう地域に貢献し、健康と笑顔を未来へつなげたいです。

村
民
憲
章
に

込
め
ら
れ
た
思
い

♦
玉
川
村
民
憲
章

・
美
し
い
自
然
と
伝
統
を
大
切
に
し

　
住
み
よ
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
教
養
と
文
化
を
高
め
心
豊
か
な

　
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
健
康
で
楽
し
く
働
き
活
力
あ
る

　
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
思
い
や
り
と
連
帯
の
心
を
養
い

　
明
る
い
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

・
広
い
視
野
と
創
意
を
持
ち

　
飛
躍
す
る
村
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

　
玉
川
村
民
憲
章
は
、
村
の
30
周
年
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
民
や
学
識
経
験
者
で
構
成
す
る

「
村
民
憲
章
等
制
定
委
員
会
」
に
よ
っ

て
素
案
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、
１
９
８

５
年
11
月
に
広
報
た
ま
か
わ
や
村
文
化

祭
の
「
村
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
」
の
場
で
、

村
民
に
向
け
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
憲
章
は
、
美
し
い
自
然
の
保
護

と
心
の
豊
か
さ
を
柱
に
、
活
力
と
魅
力

あ
ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
目
指
す
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
同
時
に
制
定
さ
れ
た
「
村
の

シ
ン
ボ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
11
月
号
で

ご
紹
介
し
ま
す
。

が
今
何
不
自
由
な
く
生
活
す
る
こ
と
が
で
き
て

い
る
あ
り
が
た
み
を
改
め
て
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
資
料
館
に
は
戦
争
が
行
わ
れ
て
い

た
時
に
落
と
さ
れ
た
不
発
弾
や
手
紙
な
ど
の
遺

品
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
の

人
々
の
模
型
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い
た
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
暗

い
洞
窟
の
中
で
戦
争
に
怯
え
な
が
ら
暮
ら
す
の

は
と
て
も
怖
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
旅
行
で
、
私
達
は
こ
れ
ま
で
知
る

こ
と
の
な
か
っ
た
戦
争
の
悲
惨
さ
、
辛
さ
、
怖

さ
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て

今
学
校
に
通
え
て
い
る
こ
と
も
、
ご
飯
を
食
べ

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
こ
と
も
、
私
達
が
ど
れ

だ
け
恵
ま
れ
て
い
た
の
か
を
実
感
し
ま
し
た
。

戦
争
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
後
世
の
人
達

に
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

平
和
祈
念
公
園
を
見
学
し
て

　
私
達
二
年

生
は
、
三
日

間
、
沖
縄
研

修
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。

沖
縄
に
着
い

て
か
ら
最
初

に
行
っ
た
の
は
平
和
祈
念
公
園
で
す
。
平
和
祈

念
公
園
は
沖
縄
戦
の
「
終
焉
の
地
」
で
あ
る
糸

満
市
摩
文
仁
に
あ
り
、
戦
争
の
悲
劇
を
次
世
代

に
伝
え
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
る
た
め
に
作

ら
れ
ま
し
た
。
私
は
沖
縄
に
行
く
ま
で
、
平
和

祈
念
公
園
が
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
知
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
平
和
祈
念
公
園
に
到
着
し
て
す
ぐ
に
、
た
く

さ
ん
の
平
和
の
礎
が
目
に
入
り
ま
し
た
。
平
和

の
礎
に
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
約
二
十
万

人
の
方
々
の
名
前
が
び
っ
し
り
と
刻
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
所
々
名
前
が
不
明
に
な
っ
て

い
る
方
も
お

り
、
沖
縄
戦

の
悲
惨
さ
が

ひ
し
ひ
し
と

感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
私
達

と
そ
こ
ま
で

年
齢
の
変
わ

ら
な
い
人
達

が
た
く
さ
ん

犠
牲
に
な
っ

た
こ
と
を
考

え
る
と
心
が

痛
ん
だ
と
同

時
に
、
自
分

令和７年度中学生国内研修事業令和７年度中学生国内研修事業

　玉川中学校２年生を対象とした国内研修事業は、７月29日から31日までの２泊３日の日程で、生徒48名が
参加し、沖縄県を訪問しました。
　１日目は平和祈念公園、ひめゆりの塔を見学。２日目は北中城村の中学生とグループワークを通しての交流、
美ら海水族館を見学。最終日には首里城を見学しました。
　今回の研修では、沖縄の美しい自然や異なる文化・歴史に触れ、地元の方々と交流を深めることで、参加した生徒
達にとって自らの視野を広げる貴重な機会となりました。また、友だちと過ごす楽しい夏の思い出の１ページとして、
かけがえのない財産になったことと思います。ここでは、研修に参加した生徒からの体験レポートを掲載します。

須藤 花歩さん
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忘
れ
て
は
な
ら
な
い「
沖
縄
戦
」

　
私
達
は
今

回
の
国
内
研

修
旅
行
で
、

ひ
め
ゆ
り
の

塔
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
ひ
め
ゆ
り

の
塔
と
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
、
沖
縄
師

範
学
校
女
子
部
や
沖
縄
県
立
第
一
高
等
女
学
校

の
生
徒
、
教
師
か
ら
な
る
看
護
要
員
「
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
」
に
所
属
し
て
い
た
人
達
の
た
め
の

慰
霊
碑
の
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
献
花
を
行
い
、
追
悼
の
祈
り
を
込
め

て
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
資
料
館
に

行
き
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
や
当
時
の
状
況
な
ど
の

講
話
を
聴
き
、
当
事
者
の
方
の
証
言
映
像
を
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
お
話
は
、
私
が

考
え
て
い
た
も
の
が
生
ぬ
る
く
思
え
る
ほ
ど
の

も
の
で
、
聞
い
て
い
て
心
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
苦
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
資
料
館
の
展

示
物
も
、
当
時
の
悲
惨
な
状
況
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
な
物
が
多
く
、
ど
れ
だ
け
時
間
が
あ
っ
て

も
す
べ
て
を
見
終
え
る
事
が
出
来
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

北
中
城
中
学
校
と
の
交
流

　
七
月
二
十

九
日
に
、
僕

た
ち
は
二
泊

三
日
で
、
沖

縄
研
修
旅
行

に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
二

日
目
に
北
中
城
中
学
校
の
生
徒
と
交
流
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
初
に
村
の
代
表
の
方
が
、
お
互
い
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
村
の
特
産
品
を
贈

り
あ
い
ま
し
た
。
北
中
城
村
か
ら
は
、「
ア
ー

サ
ー
」
を
い
た
だ
き
、
玉
川
村
か
ら
は
、『
さ

る
な
し
ジ
ュ
ー
ス
』
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
玉
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
で
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
玉
川
村
の
魅
力
や
玉
川
中
学
校

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
北
中
城
中
学
校
の

生
徒
も
同
じ
よ
う
に
、
村
の
こ
と
や
学
校
の
こ

と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
の
中

で
、
北
中
城
村
が
日
本
中
の
村
の
中
で
一
番
人

口
密
度
が
高
い
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
た
だ
い
た
「
ア
ー
サ
ー
」
が
何
な
の

か
わ
か
ら
ず
、

東
北
で
は
珍

し
い
も
の
な

の
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た

が
、『
あ
お
さ
』

の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ

の
発
表
の
中

で
、『
中
村
家
』

　
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
に
所
属
し
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
々
は
、
私
達
と
歳
は
そ
う
違
わ
な

い
の
に
、
お
国
の
た
め
だ
と
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
、
苦
し
い
思
い
ば
か
り
を
さ
せ
ら
れ
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
今
後

一
切
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争

を
始
め
る
こ
と
は
簡
単
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

傷
つ
い
た
人
々
の
心
を
い
や
す
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
沖
縄
で
起
こ
っ
た

こ
の
出
来
事
を
語
り
継
ぎ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
、
こ
の
世
か
ら
戦
争
を

な
く
し
、
平
和
な
世
の
中
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
私
達
は
当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
え

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
ま
ず
は
知
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
と
て

も
た
め
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
心
に

ず
っ
と
残
り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修

旅
行
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小木 舜士さん

佐久間 千里さん

と
い
う
家
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
家
は
伝

統
的
な
沖
縄
ら
し
い
家
で
、
た
だ
の
民
家
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
指
定
の
重
要

文
化
財
だ
と
聞
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
発
表
が
終
わ
る
と
、
七
人
ぐ
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
自
己
紹

介
を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
形
式
だ
っ
た
の
で
、

楽
し
く
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、自
分
た
ち
で
作
っ

た
名
刺
を
使
い
、
自
由
に
歩
き
回
り
な
が
ら
名

刺
交
換
を
し
ま
し
た
。
僕
は
人
見
知
り
で
、
話

し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
で

も
、
用
意
し
て
い
た
名
刺
を
全
部
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し
て
北
中
城

村
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
福
島
以
外
の
同
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

美
ら
海
水
族
館
を
訪
れ
て

　
私
た
ち
は
、

沖
縄
研
修
旅

行
で
三
日
間

沖
縄
へ
行
き

ま
し
た
。
二

日
目
に
美
ら

海
水
族
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
入
口
か
ら
少
し
歩
く
と
、「
黒

潮
の
海
」
と
い
う
文
字
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

期
待
を
し
な
が
ら
そ
の
先
を
見
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
見
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
大
き
な
水
槽
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
水
槽
に
は
、
大
き
な
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
や
エ
イ
、
魚
た
ち
が
ゆ
っ
た
り
と
優

雅
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
で

は
見
た
こ
と
が
あ
る
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
で
し
た

が
、
私
の
目
の
前
を
実
際
に
泳
い
で
い
る
姿
を

見
て
、
本
当
に
大
き
く
て
感
動
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
の
想
像
よ
り
も
、
何
倍
も
何
十
倍
も

大
き
く
、
泳
ぐ
姿
は
美
し
く
、
と
て
も
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。
じ
っ
と
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
見
て

い
る
と
、
大
き
な
体
の
わ
り
に
は
、
瞳
が
小
さ

く
て
、
顔
が
か
わ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
越
し
で
も
、
水
槽
の
中
の
魚
な
ど
の
生
き

物
た
ち
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
て
、
海
の
世
界

に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
族
館
の
展
示
で
は
、
沖
縄
の
海
に

暮
ら
す
生
き
物
た
ち
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沖
縄
の
海
に
は
た
く

さ
ん
の
珊
瑚
礁
が
あ
り
、
多
く
の
生
き
物
の
住

み
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
珊

瑚
礁
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
海
の
環
境
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
三
日
間
の
沖
縄
研
修
旅
行
を
通
し
て
、

私
は
た
く
さ
ん
の
自
然
や
生
き
物
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
、

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
私
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
感
動
や
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
玉
川
村

に
感
謝
し
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

草野 優和さん
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忘
れ
て
は
な
ら
な
い「
沖
縄
戦
」

　
私
達
は
今

回
の
国
内
研

修
旅
行
で
、

ひ
め
ゆ
り
の

塔
を
見
学
し

て
き
ま
し
た
。

　
ひ
め
ゆ
り

の
塔
と
は
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
、
沖
縄
師

範
学
校
女
子
部
や
沖
縄
県
立
第
一
高
等
女
学
校

の
生
徒
、
教
師
か
ら
な
る
看
護
要
員
「
ひ
め
ゆ

り
学
徒
隊
」
に
所
属
し
て
い
た
人
達
の
た
め
の

慰
霊
碑
の
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
献
花
を
行
い
、
追
悼
の
祈
り
を
込
め

て
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
資
料
館
に

行
き
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
や
当
時
の
状
況
な
ど
の

講
話
を
聴
き
、
当
事
者
の
方
の
証
言
映
像
を
見

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
お
話
は
、
私
が

考
え
て
い
た
も
の
が
生
ぬ
る
く
思
え
る
ほ
ど
の

も
の
で
、
聞
い
て
い
て
心
が
締
め
付
け
ら
れ
る

よ
う
な
苦
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
資
料
館
の
展

示
物
も
、
当
時
の
悲
惨
な
状
況
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
な
物
が
多
く
、
ど
れ
だ
け
時
間
が
あ
っ
て

も
す
べ
て
を
見
終
え
る
事
が
出
来
な
い
よ
う
に

感
じ
ま
し
た
。

北
中
城
中
学
校
と
の
交
流

　
七
月
二
十

九
日
に
、
僕

た
ち
は
二
泊

三
日
で
、
沖

縄
研
修
旅
行

に
行
き
ま
し

た
。
そ
の
二

日
目
に
北
中
城
中
学
校
の
生
徒
と
交
流
会
が
あ

り
ま
し
た
。

　
最
初
に
村
の
代
表
の
方
が
、
お
互
い
に
あ
い

さ
つ
を
交
わ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
村
の
特
産
品
を
贈

り
あ
い
ま
し
た
。
北
中
城
村
か
ら
は
、「
ア
ー

サ
ー
」
を
い
た
だ
き
、
玉
川
村
か
ら
は
、『
さ

る
な
し
ジ
ュ
ー
ス
』
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
玉
川
中
学
校
の
生
徒
た
ち
で
ス
ラ
イ

ド
を
使
っ
て
、
玉
川
村
の
魅
力
や
玉
川
中
学
校

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
北
中
城
中
学
校
の

生
徒
も
同
じ
よ
う
に
、
村
の
こ
と
や
学
校
の
こ

と
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
発
表
の
中

で
、
北
中
城
村
が
日
本
中
の
村
の
中
で
一
番
人

口
密
度
が
高
い
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

ま
た
、
い
た
だ
い
た
「
ア
ー
サ
ー
」
が
何
な
の

か
わ
か
ら
ず
、

東
北
で
は
珍

し
い
も
の
な

の
か
と
思
っ

て
い
ま
し
た

が
、『
あ
お
さ
』

の
こ
と
で
あ

る
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
こ

の
発
表
の
中

で
、『
中
村
家
』

　
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
に
所
属
し
、
亡
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
人
々
は
、
私
達
と
歳
は
そ
う
違
わ
な

い
の
に
、
お
国
の
た
め
だ
と
戦
争
に
駆
り
出
さ

れ
、
苦
し
い
思
い
ば
か
り
を
さ
せ
ら
れ
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
は
今
後

一
切
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
戦
争

を
始
め
る
こ
と
は
簡
単
で
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て

傷
つ
い
た
人
々
の
心
を
い
や
す
こ
と
は
簡
単
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
沖
縄
で
起
こ
っ
た

こ
の
出
来
事
を
語
り
継
ぎ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

後
世
に
伝
え
る
こ
と
で
、
こ
の
世
か
ら
戦
争
を

な
く
し
、
平
和
な
世
の
中
に
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
私
達
は
当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
伝
え

て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
そ
の
第
一
歩
と
し

て
、
ま
ず
は
知
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
、
と
て

も
た
め
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。
貴
重
な
体

験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
私
の
心
に

ず
っ
と
残
り
続
け
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の
研
修

旅
行
の
関
係
者
の
み
な
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

小木 舜士さん

佐久間 千里さん

と
い
う
家
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
家
は
伝

統
的
な
沖
縄
ら
し
い
家
で
、
た
だ
の
民
家
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
国
指
定
の
重
要

文
化
財
だ
と
聞
い
て
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。

　
お
互
い
の
発
表
が
終
わ
る
と
、
七
人
ぐ
ら
い

の
グ
ル
ー
プ
に
な
り
、
ゲ
ー
ム
形
式
で
自
己
紹

介
を
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
形
式
だ
っ
た
の
で
、

楽
し
く
自
己
紹
介
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
己
紹
介
が
終
わ
る
と
、自
分
た
ち
で
作
っ

た
名
刺
を
使
い
、
自
由
に
歩
き
回
り
な
が
ら
名

刺
交
換
を
し
ま
し
た
。
僕
は
人
見
知
り
で
、
話

し
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
で

も
、
用
意
し
て
い
た
名
刺
を
全
部
交
換
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
よ
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
み
ん
な
で
記
念
撮
影
を
し
て
北
中
城

村
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

　
福
島
以
外
の
同
世
代
の
人
た
ち
と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き
、と
て
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

美
ら
海
水
族
館
を
訪
れ
て

　
私
た
ち
は
、

沖
縄
研
修
旅

行
で
三
日
間

沖
縄
へ
行
き

ま
し
た
。
二

日
目
に
美
ら

海
水
族
館
を

訪
れ
ま
し
た
。
入
口
か
ら
少
し
歩
く
と
、「
黒

潮
の
海
」
と
い
う
文
字
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

期
待
を
し
な
が
ら
そ
の
先
を
見
る
と
、
こ
れ
ま

で
に
見
た
こ
と
の
な
い
大
き
な
大
き
な
水
槽
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
水
槽
に
は
、
大
き
な
ジ
ン

ベ
エ
ザ
メ
や
エ
イ
、
魚
た
ち
が
ゆ
っ
た
り
と
優

雅
に
泳
い
で
い
ま
し
た
。Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
テ
レ
ビ
で

は
見
た
こ
と
が
あ
る
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
で
し
た

が
、
私
の
目
の
前
を
実
際
に
泳
い
で
い
る
姿
を

見
て
、
本
当
に
大
き
く
て
感
動
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
私
の
想
像
よ
り
も
、
何
倍
も
何
十
倍
も

大
き
く
、
泳
ぐ
姿
は
美
し
く
、
と
て
も
迫
力
が

あ
り
ま
し
た
。
じ
っ
と
ジ
ン
ベ
エ
ザ
メ
を
見
て

い
る
と
、
大
き
な
体
の
わ
り
に
は
、
瞳
が
小
さ

く
て
、
顔
が
か
わ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
ガ

ラ
ス
越
し
で
も
、
水
槽
の
中
の
魚
な
ど
の
生
き

物
た
ち
の
生
命
力
が
感
じ
ら
れ
て
、
海
の
世
界

に
入
り
込
ん
だ
よ
う
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
水
族
館
の
展
示
で
は
、
沖
縄
の
海
に

暮
ら
す
生
き
物
た
ち
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
沖
縄
の
海
に
は
た
く

さ
ん
の
珊
瑚
礁
が
あ
り
、
多
く
の
生
き
物
の
住

み
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
珊

瑚
礁
を
守
る
と
い
う
こ
と
は
、
海
の
環
境
を
守

る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
の
三
日
間
の
沖
縄
研
修
旅
行
を
通
し
て
、

私
は
た
く
さ
ん
の
自
然
や
生
き
物
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を
生
か
し
て
、

自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
私
に
は
何
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
に
感
動
や
学
び
を
与
え
て
く
れ
た
玉
川
村

に
感
謝
し
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

草野 優和さん
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令和６年度

村の決算概要をお知らせします

歳 入

自
主

財
源

国
県
依
存

財
源

使用料・手数料 
4,877万3千円（1.0%）

繰入金
3億7,888万4千円

（7.7%）

繰入金
3億7,888万4千円

（7.7%）

村税
7億1,601万3千円

（14.6%）

地方交付税
18億7,142万1千円

（38.1%）

県支出金
3億5,384万6千円

（7.2%）

繰越金
3億6,997万円

（7.5%）

繰越金
3億6,997万円

（7.5%）

村債
2億5,056万1千円（5.1%）
村債
2億5,056万1千円（5.1%）

各種交付金 
1億9,757万2千円

（4.0%）地方特例交付金
3,381万2千円（0.7%）

地方譲与税
5,613万7千円

（1.1%）

その他
9,636万6千円

（1.9%）
67.3％

32.7％

歳入 49億1,730万5千円

歳 出

上水道事業会計

農業集落排水事業会計

歳 入 総 額

303,468

572,180

218,705

496,643

歳 出 総 額

250,631

680,280

169,152

479,902

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

787,337円歳 出 787,337円
（性質別） （目的別） 歳 入 844,174円

●公営企業会計

特別会計、企業会計決算額

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

宅地造成事業会計

歳 入 総 額

674,735

767,826

73,316

152,717

歳 出 総 額

610,577

716,100

72,829

152,717

単位：千円

●特別会計

その他  16,544円

県支出金 60,746円

村債 43,015円

繰入金 65,044円

繰越金 63,514円

衛生費 83,835円

公債費 68,038円

貸付金 1,030円

扶助費 99,150円

農林水産業費 80,171円
労働費 18円

商工費 
　13,887円

消防費 
　39,741円

公債費 68,039円

国庫支出金 93,382円

使用料・手数料
 8,373円

地方交付税 321,274円

総務費 170,522円
人件費 135,261円

普通建設事業費 85,211円

物件費 129,168円

補助費等 170,337円

繰出金 49,939円

民生費 172,438円

諸支出金 1,420円

土木費 67,697円

教育費 77,253円

各種交付金 
　　　33,919円

地方特例交付金
　　　5,805円

地方譲与税 
　　　 9,637円

村税 122,921円 議会費 
　12,316円

維持補修費 
  17,078円

投資及び出資金 
　　　　 521円

　歳入では、村が自主的に収入
できる村税や使用料・手数料な
どの「自主財源」が16億1,000
万6千円で全体の32.7%、地方
交付税や国県支出金などの「依
存財源」が33億729万9千円で
全体の67.3%となりました。
　「自主財源」のうち、村税につ
いては、個人村民税の減等によ
り3.8%の減、その他について
は、ふるさと納税寄付金の減等
により12.8%の減となりました。
　「依存財源」のうち、地方交
付税については、普通交付税の
増により3.2％の増、地方特例
交付金については、定額減税減
収補填特例交付金の増等により
302.1%の増、村債については、
緊急・防災減災事業債事業の減
等により45.5%の減となりまし
た。

令和6年度 村民１人当たりの歳入と歳出の費用額 村の現住人口／5,825人（令和7年3月31日現在）

積立金 31,604円

※資本的収支における歳入不足額は、会計内に積み立てていた
資金（損益勘定留保資金）などで補てんしました。

国庫支出金
5億4,395万円

（11.1%）

議会費
7,174万1千円（1.6%）

繰出金
2億9,089万2千円（6.3%）
繰出金
2億9,089万2千円（6.3%）

維持補修費 
9,948万円

（2.2%）

維持補修費 
9,948万円

（2.2%）

労働費 10万2千円（0.0%）

商工費
8,089万1千円（1.8%）

義 務
的

経
費

そ
の

の
他

経
費

50.7％

38.5％

10.8％

歳出(目的別) 45億8,623万5千円

歳 出
（目的別）

諸支出金
826万9千円（0.2%）
諸支出金
826万9千円（0.2%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.6%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.6%）

消防費
2億3,149万2千円

（5.0%）

総務費
9億9,329万2千円

（21.7%）

民生費
10億445万2千円

（21.9%）

9千
衛生費
4億8,833万9千円

（10.6%）

8千
農林水産業費
4億6,699万8千円

（10.2%）

土木費 
3億9,433万3千円

（8.6%）

土木費 
3億9,433万3千円

（8.6%）

教育費
4億5,000万1千円

（9.8%）

歳出(性質別) 45億8,623万5千円
貸付金
600万円（0.1%）
貸付金
600万円（0.1%）
投資及び出資金
303万5千円（0.1%）

補助費等
9億9,221万2千円

（21.6%）

扶助費
5億7,754万9千円

（12.6%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.7%）

千
物件費
7億5,240万円1千円

（16.4%）

積立金
1億8,409万4千円

（4.0%）

人件費
7億8,789万4千円

（17.2%）

　行政目的別に分類した歳出
の状況については、複合型水
辺施設整備事業の減等により
総務費が10.9%の減、ふれあ
いセンター改修事業の減等に
より民生費が6.2％の減、ため
池緊急浚渫推進工事の減等に
より農林水産業費が10.8％の
減、空き家対策事業の減等に
より土木費が26.5%の減など
となっています。
　一方、消防ポンプ積載車購
入及び消火栓更新工事の増等
により消防費が17.1%の増、
脱炭素化推進事業（たまかわ文
化体育館照明LED改修工事）の
増等により教育費が10.2％の
増などとなっています。

　性質別に分類した歳出の状況
については、支出が法令などで
義務付けられている「義務的経
費」（人件費、扶助費等）が17億
6,176万8千円で全体の38.5%、
道路や学校など社会資本の整
備に要する経費でその効果が長
期間にわたって持続する「投資
的経費」（普通建設事業費等）が
4億9,635万3千円で全体の
10.8%、「その他の経費」（物件
費、補助費等）が23億2,811万
4千円で全体の50.7%となって
います。
　前年度との比較では、「義務的
経費」が物価高騰対支援事業等
の増による扶助費の増により
12.3%の増、「投資的経費」が複
合型水辺施設整備事業等の減
による普通建設事業費の減によ
り48.1%の減、「その他の経費」
が認定子ども園運営事業補助金
等の減による補助費の減により
5.1％の減などとなっています。

歳 出
（性質別）

投資的経費

　令和６年度の玉川村一般会計、特別会計、公営企業会計の決算概要をお知らせします。各決算については、９月議会定例会に
おいて審議され認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が49 億1,730万5千円、歳出が45億 8,623万5千円となり、歳入歳出差引額は3億 3,107
万円となりました。前年度に比べ、歳入で4億3,161万3千円（8.1%）の減、歳出で3億9,271万3千円（7.9%）の減となりました。
なお、翌年度へ繰り越すべき財源7,038万6千円を差し引いた実質収支額は2億 6,068万4千円となりました。

千
普通建設事業費
4億9,635万3千円

（10.8%）
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令和６年度

村の決算概要をお知らせします

歳 入

自
主

財
源

国
県
依
存

財
源

使用料・手数料 
4,877万3千円（1.0%）

繰入金
3億7,888万4千円

（7.7%）

繰入金
3億7,888万4千円

（7.7%）

村税
7億1,601万3千円

（14.6%）

地方交付税
18億7,142万1千円

（38.1%）

県支出金
3億5,384万6千円

（7.2%）

繰越金
3億6,997万円

（7.5%）

繰越金
3億6,997万円

（7.5%）

村債
2億5,056万1千円（5.1%）
村債
2億5,056万1千円（5.1%）

各種交付金 
1億9,757万2千円

（4.0%）地方特例交付金
3,381万2千円（0.7%）

地方譲与税
5,613万7千円

（1.1%）

その他
9,636万6千円

（1.9%）
67.3％

32.7％

歳入 49億1,730万5千円

歳 出

上水道事業会計

農業集落排水事業会計

歳 入 総 額

303,468

572,180

218,705

496,643

歳 出 総 額

250,631

680,280

169,152

479,902

収益的収支

資本的収支

収益的収支

資本的収支

787,337円歳 出 787,337円
（性質別） （目的別） 歳 入 844,174円

●公営企業会計

特別会計、企業会計決算額

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

宅地造成事業会計

歳 入 総 額

674,735

767,826

73,316

152,717

歳 出 総 額

610,577

716,100

72,829

152,717

単位：千円

●特別会計

その他  16,544円

県支出金 60,746円

村債 43,015円

繰入金 65,044円

繰越金 63,514円

衛生費 83,835円

公債費 68,038円

貸付金 1,030円

扶助費 99,150円

農林水産業費 80,171円
労働費 18円

商工費 
　13,887円

消防費 
　39,741円

公債費 68,039円

国庫支出金 93,382円

使用料・手数料
 8,373円

地方交付税 321,274円

総務費 170,522円
人件費 135,261円

普通建設事業費 85,211円

物件費 129,168円

補助費等 170,337円

繰出金 49,939円

民生費 172,438円

諸支出金 1,420円

土木費 67,697円

教育費 77,253円

各種交付金 
　　　33,919円

地方特例交付金
　　　5,805円

地方譲与税 
　　　 9,637円

村税 122,921円 議会費 
　12,316円

維持補修費 
  17,078円

投資及び出資金 
　　　　 521円

　歳入では、村が自主的に収入
できる村税や使用料・手数料な
どの「自主財源」が16億1,000
万6千円で全体の32.7%、地方
交付税や国県支出金などの「依
存財源」が33億729万9千円で
全体の67.3%となりました。
　「自主財源」のうち、村税につ
いては、個人村民税の減等によ
り3.8%の減、その他について
は、ふるさと納税寄付金の減等
により12.8%の減となりました。
　「依存財源」のうち、地方交
付税については、普通交付税の
増により3.2％の増、地方特例
交付金については、定額減税減
収補填特例交付金の増等により
302.1%の増、村債については、
緊急・防災減災事業債事業の減
等により45.5%の減となりまし
た。

令和6年度 村民１人当たりの歳入と歳出の費用額 村の現住人口／5,825人（令和7年3月31日現在）

積立金 31,604円

※資本的収支における歳入不足額は、会計内に積み立てていた
資金（損益勘定留保資金）などで補てんしました。

国庫支出金
5億4,395万円

（11.1%）

議会費
7,174万1千円（1.6%）

繰出金
2億9,089万2千円（6.3%）
繰出金
2億9,089万2千円（6.3%）

維持補修費 
9,948万円

（2.2%）

維持補修費 
9,948万円

（2.2%）

労働費 10万2千円（0.0%）

商工費
8,089万1千円（1.8%）

義 務
的

経
費

そ
の

の
他

経
費

50.7％

38.5％

10.8％

歳出(目的別) 45億8,623万5千円

歳 出
（目的別）

諸支出金
826万9千円（0.2%）
諸支出金
826万9千円（0.2%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.6%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.6%）

消防費
2億3,149万2千円

（5.0%）

総務費
9億9,329万2千円

（21.7%）

民生費
10億445万2千円

（21.9%）

9千
衛生費
4億8,833万9千円

（10.6%）

8千
農林水産業費
4億6,699万8千円

（10.2%）

土木費 
3億9,433万3千円

（8.6%）

土木費 
3億9,433万3千円

（8.6%）

教育費
4億5,000万1千円

（9.8%）

歳出(性質別) 45億8,623万5千円
貸付金
600万円（0.1%）
貸付金
600万円（0.1%）
投資及び出資金
303万5千円（0.1%）

補助費等
9億9,221万2千円

（21.6%）

扶助費
5億7,754万9千円

（12.6%）

公債費
3億9,632万5千円

（8.7%）

千
物件費
7億5,240万円1千円

（16.4%）

積立金
1億8,409万4千円

（4.0%）

人件費
7億8,789万4千円

（17.2%）

　行政目的別に分類した歳出
の状況については、複合型水
辺施設整備事業の減等により
総務費が10.9%の減、ふれあ
いセンター改修事業の減等に
より民生費が6.2％の減、ため
池緊急浚渫推進工事の減等に
より農林水産業費が10.8％の
減、空き家対策事業の減等に
より土木費が26.5%の減など
となっています。
　一方、消防ポンプ積載車購
入及び消火栓更新工事の増等
により消防費が17.1%の増、
脱炭素化推進事業（たまかわ文
化体育館照明LED改修工事）の
増等により教育費が10.2％の
増などとなっています。

　性質別に分類した歳出の状況
については、支出が法令などで
義務付けられている「義務的経
費」（人件費、扶助費等）が17億
6,176万8千円で全体の38.5%、
道路や学校など社会資本の整
備に要する経費でその効果が長
期間にわたって持続する「投資
的経費」（普通建設事業費等）が
4億9,635万3千円で全体の
10.8%、「その他の経費」（物件
費、補助費等）が23億2,811万
4千円で全体の50.7%となって
います。
　前年度との比較では、「義務的
経費」が物価高騰対支援事業等
の増による扶助費の増により
12.3%の増、「投資的経費」が複
合型水辺施設整備事業等の減
による普通建設事業費の減によ
り48.1%の減、「その他の経費」
が認定子ども園運営事業補助金
等の減による補助費の減により
5.1％の減などとなっています。

歳 出
（性質別）

投資的経費

　令和６年度の玉川村一般会計、特別会計、公営企業会計の決算概要をお知らせします。各決算については、９月議会定例会に
おいて審議され認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が49 億1,730万5千円、歳出が45億 8,623万5千円となり、歳入歳出差引額は3億 3,107
万円となりました。前年度に比べ、歳入で4億3,161万3千円（8.1%）の減、歳出で3億9,271万3千円（7.9%）の減となりました。
なお、翌年度へ繰り越すべき財源7,038万6千円を差し引いた実質収支額は2億 6,068万4千円となりました。

千
普通建設事業費
4億9,635万3千円

（10.8%）
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区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

財政調整積立金 902,018,654 167,075,000 285,470,000 783,623,654

減債基金 3,013,493 1,000 0 3,014,493

その他特定目的基金 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

小　　　　計 1,655,985,992 184,093,614 372,310,780 1,467,768,826

定額運用基金 156,896,405 11,230,165 8,215,000 159,911,570

合　　　　計 1,980,656,764 195,323,779 380,525,780 1,627,680,396

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

土地開発基金 101,859,440 3,000 0 101,862,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,536 172,995 167,000 12,553,531

家畜導入事業基金 12,488,796 173,170 167,000 12,494,966

奨学資金貸与基金 30,000,633 10,881,000 7,881,000 33,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,230,165 8,215,000 159,911,570

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

学校等建設基金 46,305,463 3,000 0 46,308,463

ふるさと創生事業基金 293,196 1,000 0 294,196

地域振興基金 56,000 1,000 0 57,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 53,130,000 2,960,000 0 56,090,000

ふるさと納税基金 18,578,013 8,226,000 15,000,000 11,804,013

地域活性化基金 137,642,000 24,000 67,000,000 70,666,000

公共施設等整備基金 370,659,000 10,000 0 370,669,000

森林環境譲与税基金 10,633,312 5,792,614 4,840,780 11,585,146

合　　　　計 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳

0億円

5億円

10億円

20億円

30億円

40億円

15億円

25億円

35億円

45億円
（単位：千円）

5億円

4億円

3億円

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全化法)により、地方公共団体は、毎年度、実質的な赤字や実質的な将来負担
などを表す指標(健全化判断比率)と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標(資金不足比率)を監査委員の審査を受け、議会に報告
し、公表しています。
　令和６年度決算に基づく本村の健全化判断比率、資金不足比率は早期健全化基準を下回りました。なお、実質公債費比率（３ヶ年
平均）は、地方債元利償還金の増等の要因により、前年度と比較して0.5ポイント増加しました。また、将来負担比率は、公営企業
会計における新規事業の継続的な実施等によって地方債残高が増加したことにより、前年度と比較して37.4ポイント増加しております。

＜地方債の状況について＞
　過去に借り入れた地方債の元利償還金である公債費の決算額は3億
9,632万5千円で、前年度と比較して605万3千円減少しました。
　また、地方債現在高は、激甚化・頻発化する自然災害へ対応するた
めの事業実施にあたり、緊急防災・減災事業債や脱炭素化事業のため
脱炭素化推進事業債等を発行したが、前年度より1億3,346万円減少
して33億2,248万9千円となりました。
　なお、地方債現在高の内訳は、臨時財政対策債が11億7,839万7
千円で1億4,265万5千円の減、臨時財政対策債以外の地方債が21
億4,409万2千円で919万5千円の増となっております。

※臨時財政対策債とは？
　平成13年度に創設された地方債で、地方の財源
不足を補てんするために、本来国から地方交付税と
して交付されるべき額の一部を振り替えて発行する
特例地方債のことです。
　それぞれの地方公共団体が借り入れを行い、毎年
度の元利償還金は、全額が後年度の地方交付税に算
入されます。

※標準財政規模・・・その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標。地方公共団体が通常水準の行政サー
ビスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率
　(3ヶ年平均）　

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模
に対する割合
公営企業会計を含むすべての会計を連結した実質赤
字額の標準財政規模に対する割合
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する割合
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合
各公営企業における資金不足額の事業規模（事業収
入）に対する割合

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

－

－

12.0%

119.9%

－

－

－

11.5%

82.5%

－

－

－

0.5

37.4

－

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の値が「-」となっているのは、本村の各会計が黒字であり、赤字がないため算定されません。

内　　　容 早期健全化基準 令和5年度 前年対比令和6年度指標名

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2 R3 R5 R6R4

臨時財政対策債現在高臨時財政対策債以外の地方債現在高 公債費地方債現在高 公債費

1,845,974 1,892,331 1,917,620 1,897,545

1,321,052

1,864,868 1,818,900 1,753,167 1,681,921 1,602,324 1,469,263

408,793

374,951 376,699 373,805
365,965

373,559 372,763

2,077,048
1,859,742 1,768,501

1,677,834
1,549,616 2,134,879

1,398,097
1,357,089

1,602,906
1,760,573 1,919,039

407,243

463,043

429,125

402,378

1,178,397

2,144,092

396,325

地方債の状況

健全化判断比率と資金不足比率の状況令和6年度決算に基づく

○財政調整積立金………突発的な災害や緊急を要する経費等に備えるために設置されている基金です。
　　　　　　　　　　　また、財源に余裕のある年度には積立てを行い、財源に不足が生じる年度には取り崩して        

　　　活用するという、年度間の財源の不均衡を調整する役割を果たします。
○減債基金………………村債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設置されている基金です。
○その他特定目的基金…特定の目的のために資金を積み立てるために設置されている基金です。
○定額運用基金…………特定の目的のために定額の資金を運用するために設置されている基金です。

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

財政調整積立金 902,018,654 167,075,000 285,470,000 783,623,654

減債基金 3,013,493 1,000 0 3,014,493

その他特定目的基金 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

小　　　　計 1,655,985,992 184,093,614 372,310,780 1,467,768,826

定額運用基金 156,896,405 11,230,165 8,215,000 159,911,570

合　　　　計 1,980,656,764 195,323,779 380,525,780 1,627,680,396

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

土地開発基金 101,859,440 3,000 0 101,862,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,536 172,995 167,000 12,553,531

家畜導入事業基金 12,488,796 173,170 167,000 12,494,966

奨学資金貸与基金 30,000,633 10,881,000 7,881,000 33,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,230,165 8,215,000 159,911,570

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

学校等建設基金 46,305,463 3,000 0 46,308,463

ふるさと創生事業基金 293,196 1,000 0 294,196

地域振興基金 56,000 1,000 0 57,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 53,130,000 2,960,000 0 56,090,000

ふるさと納税基金 18,578,013 8,226,000 15,000,000 11,804,013

地域活性化基金 137,642,000 24,000 67,000,000 70,666,000

公共施設等整備基金 370,659,000 10,000 0 370,669,000

森林環境譲与税基金 10,633,312 5,792,614 4,840,780 11,585,146

合　　　　計 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳

【用語解説】 

基金の状況
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区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

財政調整積立金 902,018,654 167,075,000 285,470,000 783,623,654

減債基金 3,013,493 1,000 0 3,014,493

その他特定目的基金 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

小　　　　計 1,655,985,992 184,093,614 372,310,780 1,467,768,826

定額運用基金 156,896,405 11,230,165 8,215,000 159,911,570

合　　　　計 1,980,656,764 195,323,779 380,525,780 1,627,680,396

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

土地開発基金 101,859,440 3,000 0 101,862,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,536 172,995 167,000 12,553,531

家畜導入事業基金 12,488,796 173,170 167,000 12,494,966

奨学資金貸与基金 30,000,633 10,881,000 7,881,000 33,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,230,165 8,215,000 159,911,570

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

学校等建設基金 46,305,463 3,000 0 46,308,463

ふるさと創生事業基金 293,196 1,000 0 294,196

地域振興基金 56,000 1,000 0 57,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 53,130,000 2,960,000 0 56,090,000

ふるさと納税基金 18,578,013 8,226,000 15,000,000 11,804,013

地域活性化基金 137,642,000 24,000 67,000,000 70,666,000

公共施設等整備基金 370,659,000 10,000 0 370,669,000

森林環境譲与税基金 10,633,312 5,792,614 4,840,780 11,585,146

合　　　　計 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律(財政健全化法)により、地方公共団体は、毎年度、実質的な赤字や実質的な将来負担
などを表す指標(健全化判断比率)と、公営企業ごとの資金不足額を表す指標(資金不足比率)を監査委員の審査を受け、議会に報告
し、公表しています。
　令和６年度決算に基づく本村の健全化判断比率、資金不足比率は早期健全化基準を下回りました。なお、実質公債費比率（３ヶ年
平均）は、地方債元利償還金の増等の要因により、前年度と比較して0.5ポイント増加しました。また、将来負担比率は、公営企業
会計における新規事業の継続的な実施等によって地方債残高が増加したことにより、前年度と比較して37.4ポイント増加しております。

＜地方債の状況について＞
　過去に借り入れた地方債の元利償還金である公債費の決算額は3億
9,632万5千円で、前年度と比較して605万3千円減少しました。
　また、地方債現在高は、激甚化・頻発化する自然災害へ対応するた
めの事業実施にあたり、緊急防災・減災事業債や脱炭素化事業のため
脱炭素化推進事業債等を発行したが、前年度より1億3,346万円減少
して33億2,248万9千円となりました。
　なお、地方債現在高の内訳は、臨時財政対策債が11億7,839万7
千円で1億4,265万5千円の減、臨時財政対策債以外の地方債が21
億4,409万2千円で919万5千円の増となっております。

※臨時財政対策債とは？
　平成13年度に創設された地方債で、地方の財源
不足を補てんするために、本来国から地方交付税と
して交付されるべき額の一部を振り替えて発行する
特例地方債のことです。
　それぞれの地方公共団体が借り入れを行い、毎年
度の元利償還金は、全額が後年度の地方交付税に算
入されます。

※標準財政規模・・・その地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般財源の規模を示す指標。地方公共団体が通常水準の行政サー
ビスを提供する上で必要な一般財源の目安となる数値で、財政分析や財政運営の指標算出のためなどに利用されます。

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率
　(3ヶ年平均）　

将 来 負 担 比 率

資 金 不 足 比 率

一般会計等を対象とした実質赤字額の標準財政規模
に対する割合
公営企業会計を含むすべての会計を連結した実質赤
字額の標準財政規模に対する割合
一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金
の標準財政規模に対する割合
一般会計等が将来負担すべき実質的な負債額の標
準財政規模に対する割合
各公営企業における資金不足額の事業規模（事業収
入）に対する割合

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

－

－

12.0%

119.9%

－

－

－

11.5%

82.5%

－

－

－

0.5

37.4

－

※実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率の値が「-」となっているのは、本村の各会計が黒字であり、赤字がないため算定されません。

内　　　容 早期健全化基準 令和5年度 前年対比令和6年度指標名

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R１ R2 R3 R5 R6R4

臨時財政対策債現在高臨時財政対策債以外の地方債現在高 公債費地方債現在高 公債費

1,845,974 1,892,331 1,917,620 1,897,545

1,321,052

1,864,868 1,818,900 1,753,167 1,681,921 1,602,324 1,469,263

408,793

374,951 376,699 373,805
365,965

373,559 372,763

2,077,048
1,859,742 1,768,501

1,677,834
1,549,616 2,134,879

1,398,097
1,357,089

1,602,906
1,760,573 1,919,039

407,243

463,043

429,125

402,378

1,178,397

2,144,092

396,325

地方債の状況

健全化判断比率と資金不足比率の状況令和6年度決算に基づく

○財政調整積立金………突発的な災害や緊急を要する経費等に備えるために設置されている基金です。
　　　　　　　　　　　また、財源に余裕のある年度には積立てを行い、財源に不足が生じる年度には取り崩して        

　　　活用するという、年度間の財源の不均衡を調整する役割を果たします。
○減債基金………………村債の償還を計画的に行うための資金を積み立てる目的で設置されている基金です。
○その他特定目的基金…特定の目的のために資金を積み立てるために設置されている基金です。
○定額運用基金…………特定の目的のために定額の資金を運用するために設置されている基金です。

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

財政調整積立金 902,018,654 167,075,000 285,470,000 783,623,654

減債基金 3,013,493 1,000 0 3,014,493

その他特定目的基金 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

小　　　　計 1,655,985,992 184,093,614 372,310,780 1,467,768,826

定額運用基金 156,896,405 11,230,165 8,215,000 159,911,570

合　　　　計 1,980,656,764 195,323,779 380,525,780 1,627,680,396

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

土地開発基金 101,859,440 3,000 0 101,862,440

優良肉牛飼育事業基金 12,547,536 172,995 167,000 12,553,531

家畜導入事業基金 12,488,796 173,170 167,000 12,494,966

奨学資金貸与基金 30,000,633 10,881,000 7,881,000 33,000,633

合　　　　計 150,893,166 11,230,165 8,215,000 159,911,570

区　　　　分 令和５年度末現在高 令和６年度追加額 令和６年度取崩額 令和６年度末現在高

学校等建設基金 46,305,463 3,000 0 46,308,463

ふるさと創生事業基金 293,196 1,000 0 294,196

地域振興基金 56,000 1,000 0 57,000

ふれあい福祉基金 107,656,861 0 0 107,656,861

ふるさと水と土保全基金 6,000,000 0 0 6,000,000

立地企業従業員用施設整備
事業基金 53,130,000 2,960,000 0 56,090,000

ふるさと納税基金 18,578,013 8,226,000 15,000,000 11,804,013

地域活性化基金 137,642,000 24,000 67,000,000 70,666,000

公共施設等整備基金 370,659,000 10,000 0 370,669,000

森林環境譲与税基金 10,633,312 5,792,614 4,840,780 11,585,146

合　　　　計 750,953,845 17,017,614 86,840,780 681,130,679

その他特定目的基金の内訳 （単位：　円）

（単位：　円）

（単位：　円）その他定額運用基金の内訳

【用語解説】 

基金の状況

1111 令和7年10月号　広報たまかわ



激励金を受け取る矢吹さん

　スポーツや文化活動において、各種大会へ出場す
る皆さんへの激励金交付式が、役場で行われ、式で
は、大会での活躍を願うエールとともに激励金が贈
られました。

■矢吹美汐さん（学校法人石川高等学校3年）
　全国高等学校ダンスドリル選手権東北大会

○「表現力に注目して欲しい。最後の大会で目標の
優勝を目指したい」と意気込みを語ってくれま
した。

■矢部宗泰さん（玉川中学校3年）
　UI銀行カップ日本少年野球東日本報知オールスター戦

○「目標は優勝すること。得意のストレートを活かし
て試合を作るピッチングをして、チームの勝利に
貢献したい」と意気込みを語ってくれました。

みなさんの活躍を応援します！
各種大会出場激励金交付式

　7月30日、田村総合体育館にて県中地区ふれあいニュース
ポーツ交流大会が開催され、玉川村は準優勝の成績を収めた
ことから、8月4日、役場を訪れ、須釡村長に報告しました。
　優勝の田村市Bとは同点で、順位はくじ引きで決定。10市
町村が参加する中で、玉川村の活躍が光りました。10月に行
われる上位大会ふれあいニュースポーツ交流大会チャンピオ
ン大会にスカットボールで出場します。
▶優勝：田村市B　▶準優勝：玉川村　▶3位：田村市A

ニュースポーツで好成績
県中地区ふれあいニュースポーツ交流大会

　8月14日、東福寺と新盆を迎えた家々へ南須釜の
念仏踊りが奉納されました。保存会の笛や鉦、唄に
合わせて7演目を披露しました。17人の踊り子が綾
竹を手に踊る姿は涼やかで、暑さを忘れるような優
雅な舞が地域を彩り、伝統の息吹を今に伝えました。

新盆を迎える家々へ捧げる舞
南須釡の念仏踊り

受賞報告をする玉川村老人クラブ代表

綾竹を手に舞う踊り子

激励金を受け取る矢部さん

み お

そう や

トピックストピックス

　8月18日、玉川村就改センター内において玉川村住
民けんしんWEB予約登録会が行われました。
　当日は14名の方が参加され、村職員中心のサポー
ターが全面的に入力支援等を実施しました。
　WEB予約では問診も事前に行うことができ、けん
しん当日に問診の列に並ばずスムーズに受診すること
ができます。一度新規登録を済ませれば、次年度以
降もけんしんの予約が簡単にできます。

住民けんしんDX化
住民けんしんWEB予約登録会

　8月26日、役場で農業経営改善計画認定書交付式
が行われ、吉田浩則さん（小高）に須釡村長から認定
書が交付されました。
　吉田さんは「水田と乾田をスマート農業技術を導入
しながら並行して行い、品質向上に努め、担い手のモ
デルとなるような農業者を目指したい」と抱負を語り
ました。

新たな農業担い手が誕生
農業経営改善計画認定書交付式

　新しい家族の誕生を祝い、「たまかわっ子誕生祝金」が贈ら
れました。お誕生、おめでとうございます。
◆たまかわっ子誕生
　石森茉歩さん（第３子）（山小屋）拓也さん（父）由華さん（母）
〇お子さんへの想い　自由に、時にはわがままに育ってほし
いです。
　小室昊士さん（第４子）（北須釜）敦さん（父）美佳さん（母）
〇お子さんへの想い　のびのびと自由に育ってほしいです。

「たまかわっ子誕生祝金」を給付

お子さんの誕生を祝って

入力支援をする村職員

認定書を受け取る吉田さん

たまかわっ子誕生祝金を受け取る石森さん、小室さん（左から）

ま ほ

こうし

　8月5日、第43回石川地方老人クラブ連合会ゲートボール大
会がすぱーく玉川で開催され、郡内14チームが参加しました。
　参加した選手は、暑さに負けない元気なプレーと日頃の練習
で培ったチームワークを発揮し、熱戦を繰り広げました。本村
からは川辺チームと小高チームが上位入賞しました。
▶優勝：川辺　▶準優勝：南須釜　▶第3位：板橋あやめ・岩法寺
▶奨励賞：首藤キヨ子（小高）

チームの力をあわせて
石川地方老人クラブ連合会ゲートボール大会

熱戦を繰り広げる参加者たち

トピックストピックス
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激励金を受け取る矢吹さん

　スポーツや文化活動において、各種大会へ出場す
る皆さんへの激励金交付式が、役場で行われ、式で
は、大会での活躍を願うエールとともに激励金が贈
られました。

■矢吹美汐さん（学校法人石川高等学校3年）
　全国高等学校ダンスドリル選手権東北大会

○「表現力に注目して欲しい。最後の大会で目標の
優勝を目指したい」と意気込みを語ってくれま
した。

■矢部宗泰さん（玉川中学校3年）
　UI銀行カップ日本少年野球東日本報知オールスター戦

○「目標は優勝すること。得意のストレートを活かし
て試合を作るピッチングをして、チームの勝利に
貢献したい」と意気込みを語ってくれました。

みなさんの活躍を応援します！
各種大会出場激励金交付式

　7月30日、田村総合体育館にて県中地区ふれあいニュース
ポーツ交流大会が開催され、玉川村は準優勝の成績を収めた
ことから、8月4日、役場を訪れ、須釡村長に報告しました。
　優勝の田村市Bとは同点で、順位はくじ引きで決定。10市
町村が参加する中で、玉川村の活躍が光りました。10月に行
われる上位大会ふれあいニュースポーツ交流大会チャンピオ
ン大会にスカットボールで出場します。
▶優勝：田村市B　▶準優勝：玉川村　▶3位：田村市A

ニュースポーツで好成績
県中地区ふれあいニュースポーツ交流大会

　8月14日、東福寺と新盆を迎えた家々へ南須釜の
念仏踊りが奉納されました。保存会の笛や鉦、唄に
合わせて7演目を披露しました。17人の踊り子が綾
竹を手に踊る姿は涼やかで、暑さを忘れるような優
雅な舞が地域を彩り、伝統の息吹を今に伝えました。

新盆を迎える家々へ捧げる舞
南須釡の念仏踊り

受賞報告をする玉川村老人クラブ代表

綾竹を手に舞う踊り子

激励金を受け取る矢部さん

み お

そう や

トピックストピックス

　8月18日、玉川村就改センター内において玉川村住
民けんしんWEB予約登録会が行われました。
　当日は14名の方が参加され、村職員中心のサポー
ターが全面的に入力支援等を実施しました。
　WEB予約では問診も事前に行うことができ、けん
しん当日に問診の列に並ばずスムーズに受診すること
ができます。一度新規登録を済ませれば、次年度以
降もけんしんの予約が簡単にできます。

住民けんしんDX化
住民けんしんWEB予約登録会

　8月26日、役場で農業経営改善計画認定書交付式
が行われ、吉田浩則さん（小高）に須釡村長から認定
書が交付されました。
　吉田さんは「水田と乾田をスマート農業技術を導入
しながら並行して行い、品質向上に努め、担い手のモ
デルとなるような農業者を目指したい」と抱負を語り
ました。

新たな農業担い手が誕生
農業経営改善計画認定書交付式

　新しい家族の誕生を祝い、「たまかわっ子誕生祝金」が贈ら
れました。お誕生、おめでとうございます。
◆たまかわっ子誕生
　石森茉歩さん（第３子）（山小屋）拓也さん（父）由華さん（母）
〇お子さんへの想い　自由に、時にはわがままに育ってほし
いです。
　小室昊士さん（第４子）（北須釜）敦さん（父）美佳さん（母）
〇お子さんへの想い　のびのびと自由に育ってほしいです。

「たまかわっ子誕生祝金」を給付

お子さんの誕生を祝って

入力支援をする村職員

認定書を受け取る吉田さん

たまかわっ子誕生祝金を受け取る石森さん、小室さん（左から）

ま ほ

こうし

　8月5日、第43回石川地方老人クラブ連合会ゲートボール大
会がすぱーく玉川で開催され、郡内14チームが参加しました。
　参加した選手は、暑さに負けない元気なプレーと日頃の練習
で培ったチームワークを発揮し、熱戦を繰り広げました。本村
からは川辺チームと小高チームが上位入賞しました。
▶優勝：川辺　▶準優勝：南須釜　▶第3位：板橋あやめ・岩法寺
▶奨励賞：首藤キヨ子（小高）

チームの力をあわせて
石川地方老人クラブ連合会ゲートボール大会

熱戦を繰り広げる参加者たち

トピックストピックス
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　8月23日、四辻新田のほ場で村内15世帯を対象に「さるなし」の苗木が配布されました。申込者は、さる
なし生産組合の大和田宏副組合長から苗木を受け取り、将来の実りに期待を膨らませていました。本事業は
令和3年度から村が実施しており、特産品“さるなし”をより身近に感じてもらうことを目的としています。
　また、8月29日にはTBK福島工場第二工場で贈呈式が行われ、産業振興課長と大和田副組合長から榊枝工
場長と職員に苗木が手渡されました。今回配布された苗木は春に挿し木されたもので、収穫は2～3年後に予
定されています。

自宅でさるなし栽培を
さるなし苗木の配布

　８月31日、第78回福島県総合スポーツ大会地域ス
ポーツ大会県中地域大会が、田村地区を会場に開催さ
れました。村からは、三春町営運動場で行われた壮年
ソフトボール競技に岩法寺ソフトボールクラブが出場
し、モーニングスター（郡山市）と対戦しました。
　結果は11対2で敗退しましたが、選手からは笑顔
があふれ、楽しく交流する姿が見られました。

熱戦のソフトボール大会
第78回福島県総合スポーツ大会地域スポーツ大会県中地域大会

（左から）大和田副組合長と申込者 榊枝工場長（左から２人目）と大和田副組合長（同５人目）

白球に想いを込めた投球

　9月3日、第８回県南中学校駅伝競走大会がたまか
わ文化体育館付近の村道をスタート・ゴールとする周回
コースで開催されました。
　男子は23チーム出場し6区間18.0㎞、女子も23チー
ム出場し5区間12.3㎞で健脚を競い、懸命に襷をつ
なぎました。
【結果】男子15位　女子11位

想いをのせて襷をつなぐ
玉川中学校特設駅伝部

声援に応え力強く駆け抜ける選手

トピックストピックス

地域を越えて、世代を超えて

部活動の地域展開 Vol.7

活動を絶やさないための地域展開

玉川村の「部活動」の在り方について
令和７年度はシリーズでお知らせしていきます。

次号は「始めること、続けること」について

あなたのご意見・疑問をお聞かせください!
お寄せいただいた内容は、シリーズ内で紹介、または、
今後の広報作りに反映させていただくことがあります。

※令和 7年5月に行われた「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」において“地域移行”から“地域展開”へ名称変更されました。

問 教育委員会　☎57-4633

　昨年の玉川村の出生数は21人です。この子どもたちが中学生になる頃には、中学
校の全校生は60名を下回ることが予想されます。現在の部活動を中学校単独で維持
することは難しいのが現実です。そこで、放課後の活動を学校や地域の枠を超えて
「広域化」することで参加者が増え、活動を継続することができ、子どもたちがやり
たいことを多様な仲間と切磋琢磨できる場を確保できます。

学校の枠を超えて  

　南須釜の念仏踊りは、かつて地域の子どもたちだけで受け継がれて
きました。しかし少子化の影響で、地元だけでは踊り手を確保するこ
とが難しくなりました。そこで、村全体に参加を呼びかけ、さらに村
外に嫁いだ踊り子経験者の子どもたちにも声をかけたところ、多くの
子どもが集まり、再びにぎわいを取り戻し、村の伝統行事として活気
を取り戻しています。

村で地域の伝統を守る - 南須釜の念仏踊り

　「中学校の部活動」という枠にとらわれ、中学生だけで活動を維持しようとすれば、
いずれ人数不足という壁に直面するでしょう。そこで、世代を超えた活動をすること
で、子どもから大人まで多様な人が集まり、にぎやかで活気ある場が生まれます。

世代の枠を超えて

　須釜書道教室では、幼児から大人まで幅広い世代が同じ空間で筆を
執っています。「子どもの習い事」という括りをなくせば、村内に大人
も子供も参加できる活動はいくつもあります。年齢を超えて共に活動
することで、学び合い、支え合う地域のつながりが育まれています。

大人から子供まで - 須釡書道教室

　中学校や地域内に活動範囲を限定せず、高校生が中学生を教え、中学生が小学生の面倒を見るなど世
代を超えた交流を大切にすることで人が集まり、子どもから大人まで、だれもが無理なく楽しめ、安定
して活発な活動を継続することができるでしょう。

地域を越えて、世代を超えて
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　8月23日、四辻新田のほ場で村内15世帯を対象に「さるなし」の苗木が配布されました。申込者は、さる
なし生産組合の大和田宏副組合長から苗木を受け取り、将来の実りに期待を膨らませていました。本事業は
令和3年度から村が実施しており、特産品“さるなし”をより身近に感じてもらうことを目的としています。
　また、8月29日にはTBK福島工場第二工場で贈呈式が行われ、産業振興課長と大和田副組合長から榊枝工
場長と職員に苗木が手渡されました。今回配布された苗木は春に挿し木されたもので、収穫は2～3年後に予
定されています。

自宅でさるなし栽培を
さるなし苗木の配布

　８月31日、第78回福島県総合スポーツ大会地域ス
ポーツ大会県中地域大会が、田村地区を会場に開催さ
れました。村からは、三春町営運動場で行われた壮年
ソフトボール競技に岩法寺ソフトボールクラブが出場
し、モーニングスター（郡山市）と対戦しました。
　結果は11対2で敗退しましたが、選手からは笑顔
があふれ、楽しく交流する姿が見られました。

熱戦のソフトボール大会
第78回福島県総合スポーツ大会地域スポーツ大会県中地域大会

（左から）大和田副組合長と申込者 榊枝工場長（左から２人目）と大和田副組合長（同５人目）

白球に想いを込めた投球

　9月3日、第８回県南中学校駅伝競走大会がたまか
わ文化体育館付近の村道をスタート・ゴールとする周回
コースで開催されました。
　男子は23チーム出場し6区間18.0㎞、女子も23チー
ム出場し5区間12.3㎞で健脚を競い、懸命に襷をつ
なぎました。
【結果】男子15位　女子11位

想いをのせて襷をつなぐ
玉川中学校特設駅伝部

声援に応え力強く駆け抜ける選手

トピックストピックス

地域を越えて、世代を超えて

部活動の地域展開 Vol.7

活動を絶やさないための地域展開

玉川村の「部活動」の在り方について
令和７年度はシリーズでお知らせしていきます。

次号は「始めること、続けること」について

あなたのご意見・疑問をお聞かせください!
お寄せいただいた内容は、シリーズ内で紹介、または、
今後の広報作りに反映させていただくことがあります。

※令和 7年5月に行われた「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」において“地域移行”から“地域展開”へ名称変更されました。

問 教育委員会　☎57-4633

　昨年の玉川村の出生数は21人です。この子どもたちが中学生になる頃には、中学
校の全校生は60名を下回ることが予想されます。現在の部活動を中学校単独で維持
することは難しいのが現実です。そこで、放課後の活動を学校や地域の枠を超えて
「広域化」することで参加者が増え、活動を継続することができ、子どもたちがやり
たいことを多様な仲間と切磋琢磨できる場を確保できます。

学校の枠を超えて  

　南須釜の念仏踊りは、かつて地域の子どもたちだけで受け継がれて
きました。しかし少子化の影響で、地元だけでは踊り手を確保するこ
とが難しくなりました。そこで、村全体に参加を呼びかけ、さらに村
外に嫁いだ踊り子経験者の子どもたちにも声をかけたところ、多くの
子どもが集まり、再びにぎわいを取り戻し、村の伝統行事として活気
を取り戻しています。

村で地域の伝統を守る - 南須釜の念仏踊り

　「中学校の部活動」という枠にとらわれ、中学生だけで活動を維持しようとすれば、
いずれ人数不足という壁に直面するでしょう。そこで、世代を超えた活動をすること
で、子どもから大人まで多様な人が集まり、にぎやかで活気ある場が生まれます。

世代の枠を超えて

　須釜書道教室では、幼児から大人まで幅広い世代が同じ空間で筆を
執っています。「子どもの習い事」という括りをなくせば、村内に大人
も子供も参加できる活動はいくつもあります。年齢を超えて共に活動
することで、学び合い、支え合う地域のつながりが育まれています。

大人から子供まで - 須釡書道教室

　中学校や地域内に活動範囲を限定せず、高校生が中学生を教え、中学生が小学生の面倒を見るなど世
代を超えた交流を大切にすることで人が集まり、子どもから大人まで、だれもが無理なく楽しめ、安定
して活発な活動を継続することができるでしょう。

地域を越えて、世代を超えて
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ま

す
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●
平
日
夜
間
・
土
曜
窓
口
の
開
設

　 

無
料
で
弁
護
士
等
と
話
す
こ

と
が
で
き
、
そ
の
場
で
申
立
て
も

可
能

▼
利
用
方
法

①
福
島
事
務
所
（
郡
山
駅
東
口
徒

歩
５
分
）
で
の
面
談
（
予
約
優
先
）

②
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
（
要
予
約
）

　 

来
年
３
月
ま
で
の

偶
数
月
　
第
１
土
曜
（
13
〜
17
時
）

奇
数
月
　
第
１
水
曜
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〜
20
時
）

　 

同
セ
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☎
０
２
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９
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１
６
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　（
平
日
10
〜
16
時
）

　
福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引

税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

製
造
さ
れ
る
燃
料
、い
わ
ゆ
る
「
不

正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
の
問
題
の

ほ
か
、
公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、

更
に
は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県

庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　 

県
庁
総
務
部
税
務
課

　 

☎
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
２
０
５

　 

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　 

☎
０
２
４ｰ

９
３
５ｰ

１
２
６
４

　
万
一
に
備
え
、
ご
家
庭
に
あ
る

消
火
器
を
点
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

令
和
７
年
11
月
８
日
（
土
）

　 

９
時
か
ら
12
時
ま
で

 

　
須
賀
川
消
防
署

　 

須
賀
川
市
丸
田
町
１
５
３

 

　
石
川
消
防
署

　 

石
川
町
字
当
町
２
９
７ｰ

１

▼
実
施
機
関

須
賀
川
地
方
消
防
防
災
協
会
、
須

賀
川
消
防
本
部
予
防
課

●
消
火
器
の
点
検
は
無
料
で
す
。

　
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
消
火
器

の
回
収
は
有
料
（
１
，０
０
０
円
）

で
す
。

●
消
火
器
の
回
収
は
、
お
近
く
の

消
防
署
で
も
常
時
行
っ
て
お
り
ま

す
。

※

あ
く
ま
で
、
一
般
家
庭
の
消
火

器
で
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　 

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

　 

予
防
課

　 

☎
０
２
４
８ｰ

７
６ｰ
３
１
１
４

　
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、
そ
し

て
本
県
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

　
11
月
15
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Q
uizK

nock 

伊
沢
拓
司
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

 

　
11
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

市
岡
元
気
先
生
に
よ
る
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
。

そ
の
他
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
動
く
電
車
や
は
た
ら
く
ク

ル
マ
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
移

動
水
族
館
な
ど
、
学
ん
で
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

 

　
無
料

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
２
４ｰ

９
８
３ｰ

３
４
９
８

一
般
家
庭
の
消
火
器

無
料
点
検
と
有
料
回
収

10
月
は「
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
」で
す

原
発
事
故
の
賠
償
に

納
得
で
き
て
い
な
い
方
へ

問

《マークの見方》

10・11月のお知らせや
　  イベントをご案内します。

　日時　　場所・会場
　内容　　対象
　定員　　申込方法
　費用　　お問い合わせ
　その他

日 場
対
申
問

内
定

￥
他

場

場

日

日

Information
お知らせ

総　務　課 …………………………… ５７－４６２１
 企画政策課 …………………………… ５７－４６２８
 すがまプラザ交流センター …………… ５７－２１０４
 住　民　課 …………………………… ５７－４６２４

 　税　務　課 …………………………… ５７－４６２２
　 会　計　室 …………………………… ５７－４６２５

健康福祉課 …………………………… ５７－４６２３
保健センター …………………………… ３７－１０２４

 産業振興課・農業委員会…５７－４６２７／５７－４６２９
地 域 整 備 課 …………… ５７－４６２６／５７－４６３１
遊水地対策室 ………………………… ５７－６１３０
議 会 事 務 局 ………………………… ５７－４６３０
教 育 委 員 会 ………………………… ５７－４６３３
公民館（文化体育館）…………………… ５７－４６３２
須釜行政センター …………………… ５７－２０６１

詳しい
予約方法等

内

問問

問
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

〜
ふ
く
し
ま
ミ
ラ
イ
フ
ェ
ス
〜

日日 内内￥

コミュタン福島

問 すがまプラザ交流センター　☎57－2104

問 石川消防署玉川分署　☎0247－57－4112

　地域おこし協力隊美しい村づくり支援隊員は、昨年度開催した「SDGｓ女研こどもリユース
購買部」を引き継ぎリユースの推進と子育て世帯の支援を目的に、子ども用品を中心としたリ
ユース事業「SDGｓ美しい村づくりリユース購買部」として開催します。ご家庭で眠ってい
る子ども用品や日用品があれば、ぜひお譲りください。

※受付日以外の持ち込みや、大型用品の持ち込みをご希望の方はお問い合わせ先までご連絡ください。
※持ち込み品はリユースできる状態か確認します。状態によってはお持ち帰りいただく場合もございますのでご了承ください。

子供用不織布マスク（未使用品）、
ベビーカー、チャイルドシート、
ジュニアシート、おもちゃ、絵本、
子供服、村内指定の学生服・運動
着、学用品（彫刻刀、裁縫セット、鍵
盤ハーモニカなど）、未使用の食
器・調理器具（鍋・フライパンな
ど）、未使用のタオルハンカチ

食品、ハンドメイド品、部品が不
足しているもの、使用済みの下
着・靴下・靴・衛生的にリユー
スが望ましくないもの（使用済み
のおまる・哺乳瓶など）、カビ・
汚れ・破損・毛玉などがあるもの、
使用済みの食器・調理器具・ハ
ンカチ・タオル

日時：10 月 31 日（金）から 11 月 1日（土）　8：30～16：00
場所：すがまプラザ交流センター持ち込み期間

対象となるもの お 取 り 扱 い
できないもの

日時：11月 9 日（日）開催の「こわたま市」　
場所：すがまプラザ交流センター 　※詳細は別途お知らせ致します。お譲りする日

子ども用品をお譲りください

×〇

NITE［コンセントの発火動画］

電気火災を防ぐチェックポイント

身近に潜む
電気火災
身近に潜む
電気火災

実施期間：令和7年11月9日～11月15日

　年間を通して電気火災が多く発生しています。
　私たちの暮らしに欠かせない電気も、使い方
を誤ると火災につながってしまいます。電気の
使い方や危険を知って電気火災を防ぎましょう。

　電気火災は、日常生活に身近な電気製品や配線類等が、気づかないうちに劣化や摩耗すること
で発生します。
　電気製品は正しく使い、日頃から清掃することで対策は十分にできますので、上記のチェック
ポイントを実践してみましょう。

1　コンセントには、ほこりがたまらないように掃除する。　□
2　破損やゆるみがある電源コードは使わないようにする。　□
3　プラグはコンセントにしっかりと差し込む。　　　　　　□
4　使用しない電気器具は、電源を切り電源プラグを抜く。　□
5　コードは束ねたり、ねじれたままの状態で使用しない。　□
6　家具等でコードを踏まないように使用する。　　　　　　□
7　定格容量を超えた、たこ足配線をしないようにする。　　□

１   電気を遮断する。
２   消火器などで消火する。

３   消火した場合でも消防（119番）に
通報する。

このマークが消火器に付いてい
れば電気火災対応の消火器です。
ホームセンターで販売している住
宅用消火器は対応しています。

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動
何よりも火事を

出さないことが一番だけど…
もしもの時は

もし…
電気火災が発生したら？

小菅隊員

1616広報たまかわ　令和7年10月号



　
文
部
科
学
省
原
子
力
損
害
賠
償

紛
争
解
決
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
セ
ン
タ
ー

で
は
、
東
京
電
力
へ
の
損
害
賠
償

請
求
の
和
解
仲
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

●
平
日
夜
間
・
土
曜
窓
口
の
開
設

　 

無
料
で
弁
護
士
等
と
話
す
こ

と
が
で
き
、
そ
の
場
で
申
立
て
も

可
能

▼
利
用
方
法

①
福
島
事
務
所
（
郡
山
駅
東
口
徒

歩
５
分
）
で
の
面
談
（
予
約
優
先
）

②
電
話
・
オ
ン
ラ
イ
ン
（
要
予
約
）

　 

来
年
３
月
ま
で
の

偶
数
月
　
第
１
土
曜
（
13
〜
17
時
）

奇
数
月
　
第
１
水
曜
（
16
〜
20
時
）

　 

同
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
２
４ｰ

９
４
１ｰ

０
１
６
４

　
　（
平
日
10
〜
16
時
）

　
福
島
県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
軽
油
に
課
税
さ
れ
る
軽
油
取
引

税
を
脱
税
す
る
目
的
で
、
軽
油
に

灯
油
や
重
油
を
混
ぜ
る
な
ど
し
て

製
造
さ
れ
る
燃
料
、い
わ
ゆ
る
「
不

正
軽
油
」
が
正
常
な
軽
油
と
偽
っ

て
販
売
、
使
用
さ
れ
て
い
る
事
例

が
あ
り
ま
す
。

　
不
正
軽
油
は
、
悪
質
な
脱
税
行

為
で
あ
り
、
環
境
汚
染
の
問
題
の

ほ
か
、
公
正
な
市
場
競
争
の
阻
害
、

更
に
は
暴
力
団
等
の
資
金
源
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・
売
ら

な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ
な
い
」

　
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
は
、
県

庁
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の
地
方

振
興
局
県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　 

県
庁
総
務
部
税
務
課

　 

☎
０
２
４ｰ

５
２
１ｰ

７
２
０
５

　 

県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　 

☎
０
２
４ｰ

９
３
５ｰ

１
２
６
４

　
万
一
に
備
え
、
ご
家
庭
に
あ
る

消
火
器
を
点
検
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

令
和
７
年
11
月
８
日
（
土
）

　 

９
時
か
ら
12
時
ま
で

 

　
須
賀
川
消
防
署

　 

須
賀
川
市
丸
田
町
１
５
３

 

　
石
川
消
防
署

　 

石
川
町
字
当
町
２
９
７ｰ

１

▼
実
施
機
関

須
賀
川
地
方
消
防
防
災
協
会
、
須

賀
川
消
防
本
部
予
防
課

●
消
火
器
の
点
検
は
無
料
で
す
。

　
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
消
火
器

の
回
収
は
有
料
（
１
，０
０
０
円
）

で
す
。

●
消
火
器
の
回
収
は
、
お
近
く
の

消
防
署
で
も
常
時
行
っ
て
お
り
ま

す
。

※

あ
く
ま
で
、
一
般
家
庭
の
消
火

器
で
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

　 

須
賀
川
地
方
広
域
消
防
本
部

　 

予
防
課

　 

☎
０
２
４
８ｰ

７
６ｰ

３
１
１
４

　
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
は
、
今
年

で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
取
組
を
振
り
返
り
、
そ
し

て
本
県
の
復
興
・
再
生
に
向
け
た

こ
れ
か
ら
の
歩
み
を
考
え
る
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

 

　
11
月
15
日（
土
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

Q
uizK

nock 

伊
沢
拓
司
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
。

 

　
11
月
16
日（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

市
岡
元
気
先
生
に
よ
る
サ
イ

エ
ン
ス
シ
ョ
ー
。

そ
の
他
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
動
く
電
車
や
は
た
ら
く
ク

ル
マ
、
ア
ク
ア
マ
リ
ン
の
移

動
水
族
館
な
ど
、
学
ん
で
楽

し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！

 

　
無
料

福
島
県
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー

交
流
棟
「
コ
ミ
ュ
タ
ン
福
島
」

環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
事
務
局

　
☎
０
２
４ｰ

９
８
３ｰ

３
４
９
８

一
般
家
庭
の
消
火
器

無
料
点
検
と
有
料
回
収

10
月
は「
不
正
軽
油
撲
滅

強
化
月
間
」で
す

原
発
事
故
の
賠
償
に

納
得
で
き
て
い
な
い
方
へ

問

《マークの見方》

10・11月のお知らせや
　  イベントをご案内します。

　日時　　場所・会場
　内容　　対象
　定員　　申込方法
　費用　　お問い合わせ
　その他

日 場
対
申
問

内
定

￥
他

場

場

日

日

Information
お知らせ

総　務　課 …………………………… ５７－４６２１
 企画政策課 …………………………… ５７－４６２８
 すがまプラザ交流センター …………… ５７－２１０４
 住　民　課 …………………………… ５７－４６２４

 　税　務　課 …………………………… ５７－４６２２
　 会　計　室 …………………………… ５７－４６２５

健康福祉課 …………………………… ５７－４６２３
保健センター …………………………… ３７－１０２４

 産業振興課・農業委員会…５７－４６２７／５７－４６２９
地 域 整 備 課 …………… ５７－４６２６／５７－４６３１
遊水地対策室 ………………………… ５７－６１３０
議 会 事 務 局 ………………………… ５７－４６３０
教 育 委 員 会 ………………………… ５７－４６３３
公民館（文化体育館）…………………… ５７－４６３２
須釜行政センター …………………… ５７－２０６１

詳しい
予約方法等

内

問問

問
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催
！

〜
ふ
く
し
ま
ミ
ラ
イ
フ
ェ
ス
〜

日日 内内￥

コミュタン福島

問 すがまプラザ交流センター　☎57－2104

問 石川消防署玉川分署　☎0247－57－4112

　地域おこし協力隊美しい村づくり支援隊員は、昨年度開催した「SDGｓ女研こどもリユース
購買部」を引き継ぎリユースの推進と子育て世帯の支援を目的に、子ども用品を中心としたリ
ユース事業「SDGｓ美しい村づくりリユース購買部」として開催します。ご家庭で眠ってい
る子ども用品や日用品があれば、ぜひお譲りください。

※受付日以外の持ち込みや、大型用品の持ち込みをご希望の方はお問い合わせ先までご連絡ください。
※持ち込み品はリユースできる状態か確認します。状態によってはお持ち帰りいただく場合もございますのでご了承ください。

子供用不織布マスク（未使用品）、
ベビーカー、チャイルドシート、
ジュニアシート、おもちゃ、絵本、
子供服、村内指定の学生服・運動
着、学用品（彫刻刀、裁縫セット、鍵
盤ハーモニカなど）、未使用の食
器・調理器具（鍋・フライパンな
ど）、未使用のタオルハンカチ

食品、ハンドメイド品、部品が不
足しているもの、使用済みの下
着・靴下・靴・衛生的にリユー
スが望ましくないもの（使用済み
のおまる・哺乳瓶など）、カビ・
汚れ・破損・毛玉などがあるもの、
使用済みの食器・調理器具・ハ
ンカチ・タオル

日時：10 月 31 日（金）から 11 月 1日（土）　8：30～16：00
場所：すがまプラザ交流センター持ち込み期間

対象となるもの お 取 り 扱 い
できないもの

日時：11月 9 日（日）開催の「こわたま市」　
場所：すがまプラザ交流センター 　※詳細は別途お知らせ致します。お譲りする日

子ども用品をお譲りください

×〇

NITE［コンセントの発火動画］

電気火災を防ぐチェックポイント

身近に潜む
電気火災
身近に潜む
電気火災

実施期間：令和7年11月9日～11月15日

　年間を通して電気火災が多く発生しています。
　私たちの暮らしに欠かせない電気も、使い方
を誤ると火災につながってしまいます。電気の
使い方や危険を知って電気火災を防ぎましょう。

　電気火災は、日常生活に身近な電気製品や配線類等が、気づかないうちに劣化や摩耗すること
で発生します。
　電気製品は正しく使い、日頃から清掃することで対策は十分にできますので、上記のチェック
ポイントを実践してみましょう。

1　コンセントには、ほこりがたまらないように掃除する。　□
2　破損やゆるみがある電源コードは使わないようにする。　□
3　プラグはコンセントにしっかりと差し込む。　　　　　　□
4　使用しない電気器具は、電源を切り電源プラグを抜く。　□
5　コードは束ねたり、ねじれたままの状態で使用しない。　□
6　家具等でコードを踏まないように使用する。　　　　　　□
7　定格容量を超えた、たこ足配線をしないようにする。　　□

１   電気を遮断する。
２   消火器などで消火する。

３   消火した場合でも消防（119番）に
通報する。

このマークが消火器に付いてい
れば電気火災対応の消火器です。
ホームセンターで販売している住
宅用消火器は対応しています。

秋季全国火災予防運動秋季全国火災予防運動
何よりも火事を

出さないことが一番だけど…
もしもの時は

もし…
電気火災が発生したら？

小菅隊員
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打って投げて、全力投球
第19回市町村対抗福島県軟式野球大会

初戦、浪江町を１点差で追う最終７回、２死から４番深谷浩太選手が中越え三塁打でチャンスを広げると、続く５
番我妻翔選手が中越え二塁打を放ち同点に。さらに６番大越来夢選手が勝ち越しの三塁打を放ち、劇的な逆転に成
功。続く２回戦の相手は富岡町。玉川村は序盤の２回に打線が爆発し、一挙５点を奪取。その後も５回、６回に着実
に加点し、守備陣も冷静なプレーで相手の反撃を最小限に抑えました。３回戦は南会津に大量得点を許し、負けて
しまいましたが、選手たちは 3 試合とも全力のプレーを見せてくれました。今年の悔しさをばねに、来年はさらに
上を目指して挑戦を続けます。今年は玉川中学校野球部の生徒がボールボーイとして試合を支えてくれました。

あいづ球場 ９月13日㈯
▽1回戦＝第3試合

玉川 2 0 0 0 0 0 2  4
浪江 1 0 0 0 2 0 0  3

あいづ球場 ９月21日㈰
▽2 回戦＝第 3 試合

富岡 0 0 0 2 0 0 1  3
玉川 0 5 0 0 1 1 X  7

しらさわGP球場 ９月27日㈯
▽3回戦＝第4試合

南会津 0 0 3 5 5   13　
玉川 0 0 0 0 0  　0

＃もっとたまかわ withあにまる
“動物”が主役のハッシュタグキャンペーン、そ の 名 も 

「# もっとたまかわ with あにまる」を実施中です！犬
や猫をはじめとしたあらゆる動物 た ち の 写 真 を 大 募
集！ペットだけでなく、村で出会った野生動物や昆虫
も OK！あ な た が 見 つ け た あ に ま る の 素 敵 な 写 真 に

「＃もっとあにまる」を付けて投稿してください！

●村内の動物全般の写真・イラスト　●ペットに限らず、野生動物・昆虫でもOK
●撮影場所が村内であれば、室内（自宅の中など）でもOK　●過去に撮影した写真でもOK

募集内容

投稿方法

村内で撮影した写
真にハッシュタグ

「＃もっとあにまる」
とタイトル、撮影
場所を記載！

STEP2
#もっとあにまる
タイトル
撮影場所

玉川村公式イ
ンスタグラム
をタグ付けし
て投稿！

STEP3
玉川村公式イ
ンスタグラム

「@tamakawa
.vill.off  icial」
をフォロー

STEP1

11/30(日)
まで

入賞者には豪華賞品をプレゼント！

詳しくは
玉川村公式HPへ

問自衛隊福島地方協力本部 白河地域事務所　☎0248－24－0372

▶自衛官募集のお知らせ
　防衛省 自衛隊では、さまざまな職種・分野ごとに、入隊される自衛官を次により募集しています。
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背番号 位置 氏名 背番号 位置 氏名 背番号 位置 氏名

30 監督 小山田進也 8 捕手 大和田誠人 23 内野手 國井　大翔

26 コーチ 佐久間　舜 27 捕手 我妻　　翔 25 内野手 添田　浩樹

29 コーチ 大羅　　将 28 捕手 小原　歩夢 0 外野手 真野目雄治

10 主将 深谷　浩太 6 内野手 小原　大樹 2 外野手 矢部　拓弥

1 投手 大越　来夢 12 内野手 高原　凌介 7 外野手 佐久間拓人

9 投手 高原　流星 13 内野手 矢吹　賢也 17 外野手 小原　佑輔

21 投手 大越　　幸 14 内野手 眞野目和也 24 外野手 吉田　大河

22 投手 大和田龍也 16 内野手 関根　和樹 マネージャー 小針有希菜

4 捕手 三瓶　大地 18 内野手 湯澤　一颯    



打って投げて、全力投球
第19回市町村対抗福島県軟式野球大会

初戦、浪江町を１点差で追う最終７回、２死から４番深谷浩太選手が中越え三塁打でチャンスを広げると、続く５
番我妻翔選手が中越え二塁打を放ち同点に。さらに６番大越来夢選手が勝ち越しの三塁打を放ち、劇的な逆転に成
功。続く２回戦の相手は富岡町。玉川村は序盤の２回に打線が爆発し、一挙５点を奪取。その後も５回、６回に着実
に加点し、守備陣も冷静なプレーで相手の反撃を最小限に抑えました。３回戦は南会津に大量得点を許し、負けて
しまいましたが、選手たちは 3 試合とも全力のプレーを見せてくれました。今年の悔しさをばねに、来年はさらに
上を目指して挑戦を続けます。今年は玉川中学校野球部の生徒がボールボーイとして試合を支えてくれました。

あいづ球場 ９月13日㈯
▽1回戦＝第3試合

玉川 2 0 0 0 0 0 2  4
浪江 1 0 0 0 2 0 0  3

あいづ球場 ９月21日㈰
▽2 回戦＝第 3 試合

富岡 0 0 0 2 0 0 1  3
玉川 0 5 0 0 1 1 X  7

しらさわGP球場 ９月27日㈯
▽3回戦＝第4試合

南会津 0 0 3 5 5   13　
玉川 0 0 0 0 0  　0

＃もっとたまかわ withあにまる
“動物”が主役のハッシュタグキャンペーン、そ の 名 も 

「# もっとたまかわ with あにまる」を実施中です！犬
や猫をはじめとしたあらゆる動物 た ち の 写 真 を 大 募
集！ペットだけでなく、村で出会った野生動物や昆虫
も OK！あ な た が 見 つ け た あ に ま る の 素 敵 な 写 真 に

「＃もっとあにまる」を付けて投稿してください！

●村内の動物全般の写真・イラスト　●ペットに限らず、野生動物・昆虫でもOK
●撮影場所が村内であれば、室内（自宅の中など）でもOK　●過去に撮影した写真でもOK

募集内容

投稿方法

村内で撮影した写
真にハッシュタグ

「＃もっとあにまる」
とタイトル、撮影
場所を記載！

STEP2
#もっとあにまる
タイトル
撮影場所

玉川村公式イ
ンスタグラム
をタグ付けし
て投稿！

STEP3
玉川村公式イ
ンスタグラム

「@tamakawa
.vill.off  icial」
をフォロー

STEP1

11/30(日)
まで

入賞者には豪華賞品をプレゼント！

詳しくは
玉川村公式HPへ

問自衛隊福島地方協力本部 白河地域事務所　☎0248－24－0372

▶自衛官募集のお知らせ
　防衛省 自衛隊では、さまざまな職種・分野ごとに、入隊される自衛官を次により募集しています。
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募集種目 資　　格 受付期間

自衛官候補生 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予定月の末
日現在、33歳に達していない者） 年間を通じて実施

一般曹候補生 18歳以上33歳未満の者（32歳の者は、採用予定月の末
日現在、33歳に達していない者） 9月16日～11月21日

陸上自衛隊高等工科学校
生徒（推薦） 中卒（見込含）17歳未満の男子かつ学校長の推薦必要 令和7年10月1日～ 11月28日

陸上自衛隊高等工科学校
生徒（一般） 中卒（見込含）17歳未満の男子 令和7年10月1日～

                   令和8年1月15日

技術曹（空） 20歳以上で資格免許等を保有する者
※詳細は募集要項をご確認ください。 令和7年9月16日～ 11月14日



公民館だより 玉川村公民館　☎57-4632　Instagram

地域おこし協力隊だより FacebookInstagram

子どもたちと学び続けた玉川村生活。
最高の３年間をありがとうございます！

英語学習支援隊員　松生　繁
　2022年11月1日。朝6時にエーデルワイスの音楽と共に目覚
める生活をスタート。あれから間もなく早3年を迎えます。
　英語支援員として小学校で子どもたちと学び続けてきました。
クックの森園児とも、年2回は英語を楽しみました。
　私が最も注力したことは、英語運用力の秀でた国際教養大学生
たちによる毎月のオンライン授業の継続です。これにより、英語
に対する小学生の心のハードルを下げ、英語に親しみを抱き、英
語で交流する楽しさを体感してもらうことに努めました。
　夏にはその大学生たちが来村して、対面交流授業に参加。児童
たちがジェスチャーと英語を駆使して、積極的にお互いを知ろう
とする姿が眩しかった。玉川村の児童たちは純粋です。
　玉川村での3年間は、私にとって最高の時間でした。それを支
えてくださったすべての皆様に、心より感謝を申し上げます。本
当にありがとうございます。　

○日　時：
　１日目／ 11 月１日（土） 
　　　　　 9:00 ～ 17:00
　２日目／ 11 月２日（日） 
　　　　　 9:00～15:00
○場　所：たまかわ文化体育館
　　　　　すぱーく玉川

玉川村民文化祭
○日　時：11 月９日（日） 9:00～（開演）
○場　所：たまかわ文化体育館　アリーナ

玉川村芸能発表会

○日　時：11 月 16 日（日）　7:40 スタート！
○場　所：しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場から県庁まで

第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

頑張っている選手たちへ応援よろしくお願いします！

皆さまのご来場をお待ちしております！

観光物産だより 玉川村観光物産協会　☎57-7230　公式HP

すがまプラザだより すがまプラザ交流センター　☎57-2104　公式HP

イベント開催のお知らせ

秋のこわたま市を開催します！

▲収穫したさるなし
さるなしジャムを使ったレシピは
協会 YouTube チャンネルで今後公開予定です♪▶

乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル開催決定！
　今年の春、夏に実施し、多くの人にご来場をいただいた交流
イベント、「乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル」が この秋も開催
する事となりました！
　村内事業者の出店するマルシェや
体験コーナーもあり、前回ご好評を
いただいたスタンプラリー企画も実
施予定♪美味しい # 玉川村グルメ 
が当たるチャンスです！ふるってご
参加ください。

乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル
－秋の部－

日程：2025年11月22日（土）
　　　10時～17時　荒天中止
※イベント内容は当日の状況で変更

する事がございます。変更は各種
SNSをご確認ください。

　すがまプラザ交流センターで「こわたま市」を開催いたします。
　今回のメインイベントは、「SDGsフリーマーケット」「白河だる
ま絵付け体験教室」です。
　SDGsフリーマーケットは、玉川村地域おこし協力隊の美しい
村づくり支援隊員が、“SDGs美しい村づくりリユース購買部”とな
り、子育て世帯の支援を目的としたリユース事業の一環として開
催します。子ども用品を中心に販売しますので、お子さまの成長
に合った掘り出し物を見つける絶好のチャンスです！
　白河だるま絵付け体験教室では、絵付け講師をお迎えし、オリ
ジナルだるまを製作します。福島県の伝統工芸品を製作できる貴
重な機会ですので、ぜひご参加ください！
　また、恒例のハンドメイド雑貨の販売、キッチンカーや地域おこ
し協力隊の縁日ブースなど、盛りだくさんな内容を予定しています。
　室内でのイベントのため雨天でもお楽しみいただけます。ご家
族やご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越しください。

◆日時：令和7年11月9日（日）10:00～15:00まで
◆場所：すがまプラザ交流センター（玉川村大字南須釜字奥平290）

玉川の味、さるなしでクッキング♪
　９月～10月に旬を迎えたさるなし。協会HPでは、そんなさるなし
のジャムを使ったレシピを公開しています。お子様やご家族の皆様と、
玉川村ならではの体験をするのも楽しそうですね！

▲夏のイベントの様子
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公民館だより 玉川村公民館　☎57-4632　Instagram

地域おこし協力隊だより FacebookInstagram

子どもたちと学び続けた玉川村生活。
最高の３年間をありがとうございます！

英語学習支援隊員　松生　繁
　2022年11月1日。朝6時にエーデルワイスの音楽と共に目覚
める生活をスタート。あれから間もなく早3年を迎えます。
　英語支援員として小学校で子どもたちと学び続けてきました。
クックの森園児とも、年2回は英語を楽しみました。
　私が最も注力したことは、英語運用力の秀でた国際教養大学生
たちによる毎月のオンライン授業の継続です。これにより、英語
に対する小学生の心のハードルを下げ、英語に親しみを抱き、英
語で交流する楽しさを体感してもらうことに努めました。
　夏にはその大学生たちが来村して、対面交流授業に参加。児童
たちがジェスチャーと英語を駆使して、積極的にお互いを知ろう
とする姿が眩しかった。玉川村の児童たちは純粋です。
　玉川村での3年間は、私にとって最高の時間でした。それを支
えてくださったすべての皆様に、心より感謝を申し上げます。本
当にありがとうございます。　

○日　時：
　１日目／ 11 月１日（土） 
　　　　　 9:00 ～ 17:00
　２日目／ 11 月２日（日） 
　　　　　 9:00～15:00
○場　所：たまかわ文化体育館
　　　　　すぱーく玉川

玉川村民文化祭
○日　時：11 月９日（日） 9:00～（開演）
○場　所：たまかわ文化体育館　アリーナ

玉川村芸能発表会

○日　時：11 月 16 日（日）　7:40 スタート！
○場　所：しらかわカタールスポーツパーク陸上競技場から県庁まで

第37回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会

頑張っている選手たちへ応援よろしくお願いします！

皆さまのご来場をお待ちしております！

観光物産だより 玉川村観光物産協会　☎57-7230　公式HP

すがまプラザだより すがまプラザ交流センター　☎57-2104　公式HP

イベント開催のお知らせ

秋のこわたま市を開催します！

▲収穫したさるなし
さるなしジャムを使ったレシピは
協会 YouTube チャンネルで今後公開予定です♪▶

乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル開催決定！
　今年の春、夏に実施し、多くの人にご来場をいただいた交流
イベント、「乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル」が この秋も開催
する事となりました！
　村内事業者の出店するマルシェや
体験コーナーもあり、前回ご好評を
いただいたスタンプラリー企画も実
施予定♪美味しい # 玉川村グルメ 
が当たるチャンスです！ふるってご
参加ください。

乙字ヶ滝 水辺のフェスティバル
－秋の部－

日程：2025年11月22日（土）
　　　10時～17時　荒天中止
※イベント内容は当日の状況で変更

する事がございます。変更は各種
SNSをご確認ください。

　すがまプラザ交流センターで「こわたま市」を開催いたします。
　今回のメインイベントは、「SDGsフリーマーケット」「白河だる
ま絵付け体験教室」です。
　SDGsフリーマーケットは、玉川村地域おこし協力隊の美しい
村づくり支援隊員が、“SDGs美しい村づくりリユース購買部”とな
り、子育て世帯の支援を目的としたリユース事業の一環として開
催します。子ども用品を中心に販売しますので、お子さまの成長
に合った掘り出し物を見つける絶好のチャンスです！
　白河だるま絵付け体験教室では、絵付け講師をお迎えし、オリ
ジナルだるまを製作します。福島県の伝統工芸品を製作できる貴
重な機会ですので、ぜひご参加ください！
　また、恒例のハンドメイド雑貨の販売、キッチンカーや地域おこ
し協力隊の縁日ブースなど、盛りだくさんな内容を予定しています。
　室内でのイベントのため雨天でもお楽しみいただけます。ご家
族やご友人をお誘い合わせの上、ぜひお越しください。

◆日時：令和7年11月9日（日）10:00～15:00まで
◆場所：すがまプラザ交流センター（玉川村大字南須釜字奥平290）

玉川の味、さるなしでクッキング♪
　９月～10月に旬を迎えたさるなし。協会HPでは、そんなさるなし
のジャムを使ったレシピを公開しています。お子様やご家族の皆様と、
玉川村ならではの体験をするのも楽しそうですね！

▲夏のイベントの様子
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入園児を募集します！入園児を募集します！

一時保育事業のご案内！一時保育事業のご案内！

令和8年度に『たまかわ クックの森』への入園を希望する園児を募集します。
新規入園を希望される方は、下記により手続きをしてください。

　認定こども園たまかわクックの森では、本園に在籍していないご家庭のお子さんを一時的
にお預かりする一般型一時保育事業を行っています。
　利用できる幼児
・村内に住所を有し、申請登録する前日までに満１歳の誕生日を迎えるお子さんから就学前のお子さん
・里帰り出産で帰省している保護者のお子さんで、祖父母が村内に住所を有していること。
　利用方法（登録申請が必要です。）
　事前登録が必要となります。電話連絡の上、お子さん同伴でこども園までお越しください。
　また、一時保育についての説明後、登録申請手続きを行いますので印鑑・健康保険証・母子手帳をご
持参ください。

※半日保育で延長を1時間超え
た場合は1日保育の扱いとな
ります。

※土・日曜日、祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3）は利用できま
せん。

※行事等により利用できない日
もあります。

　募集対象者
　令和２年４月２日～令和７年10月１日までに生まれた乳幼児

　申し込み方法
　教育委員会にある所定の申込用紙（令和７年10月20日配布開始）にて、教育委員会へ申込期間中にお
申し込みください。なお、添付書類の詳細につきましては、用紙配布時にご案内いたします。現在、こ
ども園に在園中で、令和８年度の継続利用を希望する場合は、入園継続要件確認のため、現況届を提出
していただきます。（手続きの詳細については、こども園を通じてご案内いたします。）

　申込期間
　11月４日(火) ～ 11月14日（金）９：00 ～ 17：00（※土・日・祝日を除く）

　新規募集人員

５歳児（若干名） 4歳児（若干名）

3歳児（15名程度） ２歳児（10名程度）

1歳児（15名程度） 0歳児（15名程度）

※募集人員にかかわらず状況によっては利用のご希望
に添えない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

※現在、在園中の園児が進級するものとして新規募集
人員を定めております。

　利用時間と利用料金

令和8年度幼保連携型認定こども園『たまかわ クックの森』

申　問 教育委員会　☎57－4633

問 たまかわクックの森　☎57－4100（受付時間：9：00 ～16：00）申

令和8年玉川村『二十歳を祝う会』開催のお知らせ

登録児童を募集します！登録児童を募集します！
　放課後児童クラブは、放課後に保護者が不在となる児童を対象に遊びや生活の場を提供し、
仕事と子育ての両立や児童の健全な育成を図るため実施しています。
　令和８年４月からの児童クラブ登録児童の申込みを下記のとおり受付しますので、登録を希
望される方は申込みください。

　問 教育委員会　☎57－4633

令和8年度玉川村放課後児童クラブ

　対象児童　
　令和８年度の玉川第一小学校、須釡小学校の1年生～ 6年生

　基準
　児童の保護者や同居の親族（祖父母等）が労働等のため日中不在となり、放課後に児童が家庭で1人きり又は
兄弟姉妹だけとなってしまう場合。

　申込方法
　教育委員会、各放課後児童クラブにある所定の用紙にて教育委員会または各放課後児童クラブにお申込み
ください。※現在登録されている児童で、引き続き利用される場合も申請が必要です。

　申込期間
　10月20日（月）～ 11月14日（金）（※土・日・祝日を除く）
　教　育　委　員　会　  9：00 ～ 17：00
　各放課後児童クラブ　13：00 ～ 18：00

　開設場所

泉放課後児童クラブ 小高字中村前50-1

須釡放課後児童クラブ 南須釡字西ヶ作116-2

月曜日～金曜日 学校終了後～ 18:30

土曜日※希望者のみ

7:30 ～ 18:30学校の長期休業日
（春休み・夏休み・冬休み）

及び小学校振替休業日

開設日時

クラブ名称 所在地

申

申　問 教育委員会　☎57－4633

　日　　時　令和８年１月 11 日（日） 10：30 ～（受付９：30 ～）
　場　　所　マーヴェラス末広（中字道上 84 番地）
　内　　容　式典、写真撮影
　該 当 者　平成 17 年４月２日生まれから平成

18 年４月１日生まれの村に住民登録
のある方

　そ の 他　現在村外にお住まいの方も、本村の
『二十歳を祝う会』に参加できますの
で、教育委員会へ 12 月５日 ( 金 ) ま
でにお申し込みください。
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年度当初の年齢

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児以上

１日保育（８時間）
９：００～１７：００ ３，０００円 ２，５００円 ２，０００円 ２，０００円

半日保育 （４時間）
９：００～１3：００ １，５００円 １，５００円 １，０００円 １，０００円

延長保育　基本時間外
30分単位　最長１時間 ２００円



入園児を募集します！入園児を募集します！

一時保育事業のご案内！一時保育事業のご案内！

令和8年度に『たまかわ クックの森』への入園を希望する園児を募集します。
新規入園を希望される方は、下記により手続きをしてください。

　認定こども園たまかわクックの森では、本園に在籍していないご家庭のお子さんを一時的
にお預かりする一般型一時保育事業を行っています。
　利用できる幼児
・村内に住所を有し、申請登録する前日までに満１歳の誕生日を迎えるお子さんから就学前のお子さん
・里帰り出産で帰省している保護者のお子さんで、祖父母が村内に住所を有していること。
　利用方法（登録申請が必要です。）
　事前登録が必要となります。電話連絡の上、お子さん同伴でこども園までお越しください。
　また、一時保育についての説明後、登録申請手続きを行いますので印鑑・健康保険証・母子手帳をご
持参ください。

※半日保育で延長を1時間超え
た場合は1日保育の扱いとな
ります。

※土・日曜日、祝日・年末年始
（12/29 ～ 1/3）は利用できま
せん。

※行事等により利用できない日
もあります。

　募集対象者
　令和２年４月２日～令和７年10月１日までに生まれた乳幼児

　申し込み方法
　教育委員会にある所定の申込用紙（令和７年10月20日配布開始）にて、教育委員会へ申込期間中にお
申し込みください。なお、添付書類の詳細につきましては、用紙配布時にご案内いたします。現在、こ
ども園に在園中で、令和８年度の継続利用を希望する場合は、入園継続要件確認のため、現況届を提出
していただきます。（手続きの詳細については、こども園を通じてご案内いたします。）

　申込期間
　11月４日(火) ～ 11月14日（金）９：00 ～ 17：00（※土・日・祝日を除く）

　新規募集人員

５歳児（若干名） 4歳児（若干名）

3歳児（15名程度） ２歳児（10名程度）

1歳児（15名程度） 0歳児（15名程度）

※募集人員にかかわらず状況によっては利用のご希望
に添えない場合もありますので、あらかじめご了承
ください。

※現在、在園中の園児が進級するものとして新規募集
人員を定めております。

　利用時間と利用料金

令和8年度幼保連携型認定こども園『たまかわ クックの森』

申　問 教育委員会　☎57－4633

問 たまかわクックの森　☎57－4100（受付時間：9：00 ～16：00）申

令和8年玉川村『二十歳を祝う会』開催のお知らせ

登録児童を募集します！登録児童を募集します！
　放課後児童クラブは、放課後に保護者が不在となる児童を対象に遊びや生活の場を提供し、
仕事と子育ての両立や児童の健全な育成を図るため実施しています。
　令和８年４月からの児童クラブ登録児童の申込みを下記のとおり受付しますので、登録を希
望される方は申込みください。

　問 教育委員会　☎57－4633

令和8年度玉川村放課後児童クラブ

　対象児童　
　令和８年度の玉川第一小学校、須釡小学校の1年生～ 6年生

　基準
　児童の保護者や同居の親族（祖父母等）が労働等のため日中不在となり、放課後に児童が家庭で1人きり又は
兄弟姉妹だけとなってしまう場合。

　申込方法
　教育委員会、各放課後児童クラブにある所定の用紙にて教育委員会または各放課後児童クラブにお申込み
ください。※現在登録されている児童で、引き続き利用される場合も申請が必要です。

　申込期間
　10月20日（月）～ 11月14日（金）（※土・日・祝日を除く）
　教　育　委　員　会　  9：00 ～ 17：00
　各放課後児童クラブ　13：00 ～ 18：00

　開設場所

泉放課後児童クラブ 小高字中村前50-1

須釡放課後児童クラブ 南須釡字西ヶ作116-2

月曜日～金曜日 学校終了後～ 18:30

土曜日※希望者のみ

7:30 ～ 18:30学校の長期休業日
（春休み・夏休み・冬休み）

及び小学校振替休業日

開設日時

クラブ名称 所在地

申

申　問 教育委員会　☎57－4633

　日　　時　令和８年１月 11 日（日） 10：30 ～（受付９：30 ～）
　場　　所　マーヴェラス末広（中字道上 84 番地）
　内　　容　式典、写真撮影
　該 当 者　平成 17 年４月２日生まれから平成

18 年４月１日生まれの村に住民登録
のある方

　そ の 他　現在村外にお住まいの方も、本村の
『二十歳を祝う会』に参加できますの
で、教育委員会へ 12 月５日 ( 金 ) ま
でにお申し込みください。
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問保健センター　☎37－1024

子ども・高齢者のインフルエンザの費用
一部助成について

子どものインフルエンザ予防接種

高齢者のインフルエンザ予防接種

　10月1日～令和8年1月31日までのインフルエンザのワクチンについて一人1回、
助成いたします。接種をご希望の際は医療機関に電話等で予約をお願いします。

■対象者
　玉川村に住所を有し、接種日当日に満１歳～18歳(高校３年生相当※)
　※高校3年生相当：平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ
■接種場所
　県内の各医療機関
■助成額
　上限4,000円（差額分は自己負担です。4,000円未満はかかった分の費用のみ助成）
■助成・申請について
　（１）石川郡内の医療機関で受ける場合
　　　医療機関で4,000円引いた額で請求されるため、助成申請手続きは不要。
　（２）石川郡以外の医療機関で受ける場合
　　　後日、村保健センターで助成申請手続きが必要。母子手帳、領収書、通帳を持参。
　　　※助成申請期間は令和7年10月1日～令和8年２月28日まで。
■その他
　・予診票は各医療機関のものをご使用ください。

■対象者
玉川村に住所を有し、下記の①または②に該当する方（接種日現在）
①満65歳以上
②60～65歳未満で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能に障害を有する方（日常生活がほとんど不可能な著しい障がいにより、障害者手帳１級程
度を有するもの、もしくは医師の証明等が必要です。）
■接種場所
　県内の医療機関
■自己負担額
　1,000円

令和
７年度

ほけんだより
保健センターでの取組や健康に関する様々な情報を発信！

子育てインフォメーション（11月実施分）

旬な食材と栄養素について食育だより

２歳児 /４歳児発育発達相談会

 実 施 日　 令和 7 年11月 21日（金）
  受付時間    ２歳児 13：00 ～ 13：30
　　　　　 ４歳児 13：30 ～ 14：00
 会 　 場  保健センター
 対 象 者　 ２歳児(令和5年4月～5月生まれ)
                 ４歳児(令和3年5月～6月生まれ)

９～10か月児健診

 会 　 場  委託医療機関（郡山市内）
 対 象 者　 令和7年１月生まれ

すくすくクラブ

 実 施 日　  令和 7 年11月  6 日(木)
　　　　　　令和 7 年11月20日(木)
  受付時間     9：45
 会 　 場  保健センター
 対 象 者　 入園前までの乳幼児と保護者

問 健康福祉課　☎57－4623

 実 施 日　 令和7 年11月 26 日(水)
  受付時間    13：00 ～ 13：45
 会 　 場  公立岩瀬病院
 対 象 者　 ３か月児 (令和7 年７月生まれ )

３～4か月児健診

野菜類
●さつまいも
食物繊維、ビタミン C、ビタミンEが豊富。芋類に含
まれるビタミンCは加熱しても壊れにくく、じっくり
加熱することで甘味が増します。
●里いも
水分が多く、芋類の中では低カロリー。里芋の粘りは、
血中のコレステロールの付着を防ぎ、血糖値の急激な
上昇を抑えたり、血圧を下げる効果などがあります。
●なす
抗酸化作用を持つアントシアニン（ポリフェノール）
や食物繊維が多く含まれています。
●かぼちゃ
β-カロテンやビタミンCが豊富。「冬至にかぼちゃを
食べると風邪をひかない」と言われるほど栄養価が高
い食材です。

魚類
●鮭
消化・吸収のよい良質なたんぱく質
やビタミン類を含みます。身に含ま
れる赤の色素はアスタキサンチンと
呼ばれ、抗酸化作用があります。
●秋刀魚
秋の食材の代表格。脂には動脈硬化
や血栓予防、抗アレルギー効果や生
活習慣病にも役立つ DHA や EPA
が含まれ、たんぱく質を含み栄養バ
ランスに優れています。

　秋の食材に含まれる「抗酸化作用」は、美肌などの アンチエイジング や、身体の内側から老化を予
防し回復させる効果があります。また、秋の食材には「免疫力」を高めるものが多く、毎年、冬に流行
する感染症への対策として有効です。

⚠秋の食材はおいしいものが多く、身体に良いと言われていますが、食べ過ぎてしまうと、
逆に害となってしまいますので、注意して下さい！

秋の食事
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問保健センター　☎37－1024

子ども・高齢者のインフルエンザの費用
一部助成について

子どものインフルエンザ予防接種

高齢者のインフルエンザ予防接種

　10月1日～令和8年1月31日までのインフルエンザのワクチンについて一人1回、
助成いたします。接種をご希望の際は医療機関に電話等で予約をお願いします。

■対象者
　玉川村に住所を有し、接種日当日に満１歳～18歳(高校３年生相当※)
　※高校3年生相当：平成19年4月2日～平成20年4月1日生まれ
■接種場所
　県内の各医療機関
■助成額
　上限4,000円（差額分は自己負担です。4,000円未満はかかった分の費用のみ助成）
■助成・申請について
　（１）石川郡内の医療機関で受ける場合
　　　医療機関で4,000円引いた額で請求されるため、助成申請手続きは不要。
　（２）石川郡以外の医療機関で受ける場合
　　　後日、村保健センターで助成申請手続きが必要。母子手帳、領収書、通帳を持参。
　　　※助成申請期間は令和7年10月1日～令和8年２月28日まで。
■その他
　・予診票は各医療機関のものをご使用ください。

■対象者
玉川村に住所を有し、下記の①または②に該当する方（接種日現在）
①満65歳以上
②60～65歳未満で、心臓・腎臓もしくは呼吸器の機能またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫
機能に障害を有する方（日常生活がほとんど不可能な著しい障がいにより、障害者手帳１級程
度を有するもの、もしくは医師の証明等が必要です。）
■接種場所
　県内の医療機関
■自己負担額
　1,000円

令和
７年度

ほけんだより
保健センターでの取組や健康に関する様々な情報を発信！

子育てインフォメーション（11月実施分）

旬な食材と栄養素について食育だより

２歳児 /４歳児発育発達相談会

 実 施 日　 令和 7 年11月 21日（金）
  受付時間    ２歳児 13：00 ～ 13：30
　　　　　 ４歳児 13：30 ～ 14：00
 会 　 場  保健センター
 対 象 者　 ２歳児(令和5年4月～5月生まれ)
                 ４歳児(令和3年5月～6月生まれ)

９～10か月児健診

 会 　 場  委託医療機関（郡山市内）
 対 象 者　 令和7年１月生まれ

すくすくクラブ

 実 施 日　  令和 7 年11月  6 日(木)
　　　　　　令和 7 年11月20日(木)
  受付時間     9：45
 会 　 場  保健センター
 対 象 者　 入園前までの乳幼児と保護者

問 健康福祉課　☎57－4623

 実 施 日　 令和7 年11月 26 日(水)
  受付時間    13：00 ～ 13：45
 会 　 場  公立岩瀬病院
 対 象 者　 ３か月児 (令和7 年７月生まれ )

３～4か月児健診

野菜類
●さつまいも
食物繊維、ビタミン C、ビタミンEが豊富。芋類に含
まれるビタミンCは加熱しても壊れにくく、じっくり
加熱することで甘味が増します。
●里いも
水分が多く、芋類の中では低カロリー。里芋の粘りは、
血中のコレステロールの付着を防ぎ、血糖値の急激な
上昇を抑えたり、血圧を下げる効果などがあります。
●なす
抗酸化作用を持つアントシアニン（ポリフェノール）
や食物繊維が多く含まれています。
●かぼちゃ
β-カロテンやビタミンCが豊富。「冬至にかぼちゃを
食べると風邪をひかない」と言われるほど栄養価が高
い食材です。

魚類
●鮭
消化・吸収のよい良質なたんぱく質
やビタミン類を含みます。身に含ま
れる赤の色素はアスタキサンチンと
呼ばれ、抗酸化作用があります。
●秋刀魚
秋の食材の代表格。脂には動脈硬化
や血栓予防、抗アレルギー効果や生
活習慣病にも役立つ DHA や EPA
が含まれ、たんぱく質を含み栄養バ
ランスに優れています。

　秋の食材に含まれる「抗酸化作用」は、美肌などの アンチエイジング や、身体の内側から老化を予
防し回復させる効果があります。また、秋の食材には「免疫力」を高めるものが多く、毎年、冬に流行
する感染症への対策として有効です。

⚠秋の食材はおいしいものが多く、身体に良いと言われていますが、食べ過ぎてしまうと、
逆に害となってしまいますので、注意して下さい！

秋の食事
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お 知 ら せクックちゃん文庫から

第53回玉川村少年球技大会
新競技モルックで蒜生チームが優勝

クックちゃん文庫

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

　ままならない天気も、家族も、人生も、
すべてを慈しみながら、わたしは生きたい。
　天気の研究に生涯をささげた藤巻博士。
博士一家・四世代の歴史と、彼らとの出会
いで変化していく人々の生きざまや家族の在り方を丁寧に描
いた傑作連作短編小説。『ありえないほどうるさいオルゴール
店』の瀧羽麻子、新たな代表作。

博士の長靴
瀧羽 麻子　著　ポプラ社刊

　高齢者専門の精神科医として30年以上高
齢者医療の現場に携わっている和田秀樹先
生。日ごろから「高齢者の幸せはお金を使っ
てこそ」「お金を残すと、本人も家族も社
会にとっても不幸しか生まれない」と豪語されている。高齢
者の幸せはお金を使いきることに直結している。

どうせあの世にゃ持ってけないんだから
和田 秀樹　著　ＳＢクリエイティブ刊

　8月2日、第53回玉川村少年球技大会がクックドームたまかわ及びた
まかわ文化体育館で行われ、モルックに10チーム、ソフトバレーボール
に13チームが参加しました。今年から始まった新競技モルックは低学年
から選手として大活躍。ソフトバレーボールでは、息をのむラリーに会
場が盛り上がりました。
　結果は次のとおりです。
■モルック　優勝：蒜生　準優勝：川辺 B　3位：南須釜
■ソフトバレーボール　優勝：小高A　準優勝：川辺　3位：山・吉・四Ｂ

☆おしゃれなクリスマスリースつくり
 　 時　間　10：00～12：00
　 参加費　￥2000　　
　【申し込み方法】お電話か窓口で☎57-4632
☆本をかりてBINGO
　イベント限定　BINGO の数字５個
☆仮装して参加された方に素敵なプレゼント！
 
☆ハロウィンおばけをさがそう！
☆キッチンカーもくるよ

11月2日日 10：00～18：00

ハロウィン
パーティー

モルック優勝【蒜生チーム】 ソフトバレーボール優勝【小高Aチーム】

先着6組今月　表紙の

須釜小３年生のさるなし収穫体験のひと
コマです。「総合的な学習」の一環で大
和田宏さんのさるなし畑（四辻新田）で
行いました。児童たちは、たわわになっ
ているさるなしを背伸びしながら摘み
取り、旬のさるなしを食べて「おいしい」「甘い」と収穫を楽しんでいました。

東京近郊にお住いの玉川村出身者や村と関
わりのある方々が会員の楽しい集まりです。
問 企画政策課 ☎０２４７－５７－4628

東京玉川会
会員募集中

さ
る
な
し
俳
句
会
九
月
句
会
吟
詠

言
い
た
き
は
山
程
あ
る
や
心
天

黄
身
の
ご
と
処
暑
の
夕
日
の
沈
み
け
り

秋
風
を
指
の
先
ま
で
深
呼
吸

炊
き
た
て
の
飯
と
秋
刀
魚
の
炭
火
焼

豊
漁
の
ニュ
ー
ス
に
誘
わ
れ
秋
刀
魚
買
う

由
記

春
恵公仁

美
八
重

ご投稿いただいた写真は、村公式アカウントでリポストまたは
『広報たまかわ』で紹介させていただく場合があります。

①「@tamakawa.vill.official」をフォロー
②タイトル、撮影場所を記載
③ハッシュタグ「#もっとたまかわ」を付ける
④玉川村公式アカウントをタグ付けして投稿

＃もっとたまかわ
もっと、

たまかわ
を

好きにな
る

村
内
で
撮
影
し
た
写
真
を

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
大
募
集
！

応
募
方
法

今月の
BEST
SHOT
投稿者

＠kosugeto
タイトル

青空キャンパス
撮影場所

四辻新田地区

フォローは
こちらから

鬼のこぶ!?
　オニフスベ発見
　９月16日、塩澤直一さん（南須釡）
は自宅の庭で、「オニフスベ」を発見

しました。直径約15センチの白い球体状で、表面に
はメロンのような模様があり、初めて見る珍しい姿

に驚き、今後の
成長や変化を楽
しみに経過を観
察していきたい
と話してくれま
した。
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お 知 ら せクックちゃん文庫から

第53回玉川村少年球技大会
新競技モルックで蒜生チームが優勝

クックちゃん文庫

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

　ままならない天気も、家族も、人生も、
すべてを慈しみながら、わたしは生きたい。
　天気の研究に生涯をささげた藤巻博士。
博士一家・四世代の歴史と、彼らとの出会
いで変化していく人々の生きざまや家族の在り方を丁寧に描
いた傑作連作短編小説。『ありえないほどうるさいオルゴール
店』の瀧羽麻子、新たな代表作。

博士の長靴
瀧羽 麻子　著　ポプラ社刊

　高齢者専門の精神科医として30年以上高
齢者医療の現場に携わっている和田秀樹先
生。日ごろから「高齢者の幸せはお金を使っ
てこそ」「お金を残すと、本人も家族も社
会にとっても不幸しか生まれない」と豪語されている。高齢
者の幸せはお金を使いきることに直結している。

どうせあの世にゃ持ってけないんだから
和田 秀樹　著　ＳＢクリエイティブ刊

　8月2日、第53回玉川村少年球技大会がクックドームたまかわ及びた
まかわ文化体育館で行われ、モルックに10チーム、ソフトバレーボール
に13チームが参加しました。今年から始まった新競技モルックは低学年
から選手として大活躍。ソフトバレーボールでは、息をのむラリーに会
場が盛り上がりました。
　結果は次のとおりです。
■モルック　優勝：蒜生　準優勝：川辺 B　3位：南須釜
■ソフトバレーボール　優勝：小高A　準優勝：川辺　3位：山・吉・四Ｂ

☆おしゃれなクリスマスリースつくり
 　 時　間　10：00～12：00
　 参加費　￥2000　　
　【申し込み方法】お電話か窓口で☎57-4632
☆本をかりてBINGO
　イベント限定　BINGO の数字５個
☆仮装して参加された方に素敵なプレゼント！
 
☆ハロウィンおばけをさがそう！
☆キッチンカーもくるよ

11月2日日 10：00～18：00

ハロウィン
パーティー

モルック優勝【蒜生チーム】 ソフトバレーボール優勝【小高Aチーム】

先着6組今月　表紙の

須釜小３年生のさるなし収穫体験のひと
コマです。「総合的な学習」の一環で大
和田宏さんのさるなし畑（四辻新田）で
行いました。児童たちは、たわわになっ
ているさるなしを背伸びしながら摘み
取り、旬のさるなしを食べて「おいしい」「甘い」と収穫を楽しんでいました。

東京近郊にお住いの玉川村出身者や村と関
わりのある方々が会員の楽しい集まりです。
問 企画政策課 ☎０２４７－５７－4628

東京玉川会
会員募集中
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ご投稿いただいた写真は、村公式アカウントでリポストまたは
『広報たまかわ』で紹介させていただく場合があります。

①「@tamakawa.vill.official」をフォロー
②タイトル、撮影場所を記載
③ハッシュタグ「#もっとたまかわ」を付ける
④玉川村公式アカウントをタグ付けして投稿

＃もっとたまかわ
もっと、

たまかわ
を

好きにな
る

村
内
で
撮
影
し
た
写
真
を

イ
ン
ス
タ
グ
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ム
で
大
募
集
！

応
募
方
法

今月の
BEST
SHOT
投稿者

＠kosugeto
タイトル

青空キャンパス
撮影場所

四辻新田地区

フォローは
こちらから

鬼のこぶ!?
　オニフスベ発見
　９月16日、塩澤直一さん（南須釡）
は自宅の庭で、「オニフスベ」を発見

しました。直径約15センチの白い球体状で、表面に
はメロンのような模様があり、初めて見る珍しい姿

に驚き、今後の
成長や変化を楽
しみに経過を観
察していきたい
と話してくれま
した。

地区名 死　亡　者 世帯主名

川　辺 大　竹　モ　ヨ モ　ヨ
　中 小　針　昭　子 義　信
　〃 藁　粥　好　男 好　男
岩法寺 村　越　　明　 明
南須釜 塩　澤　義　房 義　幸
北須釜 草　野　重　子 清　憲
　〃   野　ナ　ツ 道　夫

おくやみ申し上げます
（9月1日～ 9月30日届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付
をいただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：9月1日～9月30日受領分）

寄付ありがとうございます

川　辺 遠 藤 　 正 様

中 小 針 義 信  様
〃 藁 粥 玲 子 様

竜　崎 小 林 立 美 様

竜　崎 小 林 雅 之 様

南須釜 塩 澤 義 幸 様

北須釜 草 野 清 憲 様

〃 草 野 道 夫 様

10月1日現在の村のようす

世帯数 2 , 2 1 8 戸 （ ＋ 3 戸）
人　口 5 , 9 3 5 人 （ － 2 人）
　男 2 , 9 7 0 人 （ － 2 人）
　女 2 , 9 6 5 人 （ － 0 人）

※住民基本台帳登録人口は住民基本台帳に登録された人口であり、
直近の国勢調査人口を基本に算出した現住人口とは差があります。

（前月比）【住民基本台帳登録人口・世帯数】

地区名 出生児氏名 保護者名

小　高 坂 本 瀬
せ な

凪 豊　一

お誕生おめでとうございます
（９月1日～9 月30日届出分）
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　玉川村「まち記者」として活動しませんか！！
　地域資源、イベント等の魅力を引き出し、住民と協働で情報発信していく
ことを目的に「玉川村まち記者」を募集します。
　地域で行われているイベント、旬な話題、食べ物、素敵な人、大好きなお店
など、あなたの視点で！
　提供いただいた記事を、「広報たまかわ」にて掲載（予定）！

まち記者募集まち記者募集

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

村 県 民 税：第3期
国民健康保険税：第5期
介 護 保 険 料：第5期
後期高齢者医療保険料：第4期

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

●クックちゃん文庫休館日

●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日
●体育施設定期休場日

●クックちゃん文庫休館日

●クックちゃん文庫休館日

●体育施設定期休場日

●体育施設定期休場日
（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

●（元）バドミントン
    　　　 （19：00文体）

●（元）バドミントン
    　　　 （19：00文体）

●（元）フラダンス教室  （9：30就改）
●（元）ランニング教室
  　           （18：30すぱーく）
●（元）バドミントン （19：00文体）
●（元）ヨガ教室（19：00文体）
●（元）フットサル教室
     　　          （19：00プラザ）

●（元）フラダンス教室
   　 　     （9：30就改）
●（元）ランニング教室
  　  （18：30すぱーく）
●（元）バドミントン
    　 　　 （19：00文体）
●（元）ヨガ教室
　　　（19：00文体）
●（元）フットサル教室
     　　（19：00プラザ）

●すくすくクラブ  
　　     （9：45保セ）
●（元）ラージボール卓球
　　（9：30プラザ）

●（元）ラージボール卓球
　　  （9：30プラザ）
●(元)げんきＵＰ教室
  　　 （13：30文体）

●すくすくクラブ  
　　     （9：45保セ）
●（元）ラージボール卓球
　　　　（9：30文体）

●（元）ラージボール卓球
　　　     （9：30文体）
●(元)げんきＵＰ教室
  　　 （13：30文体） 
●（元）トレーニング教室
    　　（19：00文体）

●（元）プール教室
     （13：30矢吹温水プール）

●３～４か月児健診
      （13：00 公立岩瀬病院）

●（元）レクダンス教室
　　　   （13：30就改）
●(元)げんきっず
　　　  （15:30文体）

●たまかわクックの森
　　生活発表会
●子宮がん集団検診
　　　（保健センター）
●乳がん集団検診
　　　（保健センター）　　

●（元）プール教室
     （13：30矢吹温水プール）

●2 歳児発育発達相談会
　　  （13：00 保セ）
●4 歳児発育発達相談会
　　  （13：00 保セ）
●（元）３Bたいそう教室
　　 　（9：30文体）

●ふくしま駅伝大会

●村民文化祭
　（たまかわ文化体育館）

●芸能発表会
　（たまかわ文化体育館）

●村民文化祭
　（たまかわ文化体育館）

勤労感謝の日

●（元）レクダンス教室
　　　   （13：30就改）
●(元)げんきっず
　　　  （15:30文体）

●村政70周年記念式典
　（たまかわ文化体育館）
●（元）３Bたいそう教室
　　 　（9：30就改）

●（休医）・・休日当番医／●（元）・・元気スポーツクラブ／●文体・・文化体育館／●クラブ・・文化体育館クラブハウス／●保セ・・保健センター／●健た・・健康の駅たまかわ
●村グ・・村民グランド／●就改・・就業改善センター／●ドーム・・クックドーム／●すぱーく・・すぱーく玉川／●プラザ・・すがまプラザ交流センター

2
文化の日

振替休日

延長窓口（～19：00）

延長窓口（～19：00）

（休医）ふるどのクリニック
（古殿町）

（休医）角田内科医院
（浅川町）

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

（休医）石川中央医院
（石川町）

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）

◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

粗大ゴミ
申込・収集
申込先

きららクリーンセンター

TEL 26-7500
FAX 26-7800

（休医）ひらた中央病院
　　　　  （平田村）
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●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1
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広報紙に掲載された写真が欲しい方は総務課広報広聴係（57－4621）まで

詳細は、村ホームページをご覧ください！▶
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